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整 備 及 び 検 査 関 係





 
令和４年８月１９日 

自動車局自動車情報課 
 

車車検検証証電電子子化化ににつついいててのの周周知知用用ウウェェブブササイイトトのの開開設設ににつついいてて  

～～電電子子車車検検証証やや車車検検証証閲閲覧覧ササーービビススななどどををわわかかりりややすすくく解解説説ししまますす～～  
令和５年１月から車検時等に電子車検証が交付されます。これに伴い、従来の紙の車検

証から大きさや様式が変わるとともに、車検証の情報を電子的に読み取る「車検証閲覧サー

ビス」や、国から委託を受けた民間車検場（指定自動車整備工場）が車検証の有効期間を更

新できる「記録等事務代行サービス」を新たに開始します。 

自動車ユーザー、自動車関係の業務を担う方々に、電子車検証の仕様や、車検証電子化

に伴って令和５年１月から新たに開始するサービスに関する情報をお知らせするため、本

日、「電電子子車車検検証証特特設設ササイイトト」を開設致しました。今後も随時内容を追加していきます。 

１．「電子車検証特設サイト」のコンセプト 

  車検証の電子化は自動車ユーザーや自動車関係の業務を担う方々にとっては大きな

変更点となることから、電子車検証についてイラスト等を交えながらわかりやすく解

説することを目的としております。 

 また、自動車ユーザー等が車検証の電子化に関する必要な情報を入手できるよう、電

子車検証に関する情報や所要のアプリの入手方法等の情報を集約しました。 

 

２．「電子車検証特設サイト」に掲載されている主なコンテンツ 

 ●電子車検証について 

令和５年１月より交付される電子車検証の仕様や記録事項等を掲載 

 ●車検証閲覧サービスについて 

電子車検証の IC タグ情報の閲覧・参照及び車検証情報を電子ファイルでダウンロ

ードするためのアプリについての説明やダウンロード方法等を掲載 

 ●記録等事務代行サービスについて 

サービスについての説明やサービスの実施可能な事業者の一覧表等を掲載 

※サイトの画面イメージについては別紙をご覧ください。 

 

３．「電子車検証特設サイト」の URL・二次元コードはこちら（パソコン・スマホ共通） 

 
https://www.denshishakensho-portal.mlit.go.jp/ 

 

４．参考 

   車検証電子化に関する制度面の詳細につきましては、令和４年５月２０日付け「道路運送

車両法施行規則等の改正について～車検証電子化による券面記載事項の変更・記録等

事務の委託手続等を定めました～」も併せてご参照ください。 

⇒https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha06_hh_000131.html 

 

 
【問い合わせ先】 

国土交通省自動車局自動車情報課 鈴木、伊堂寺、近藤 03-5253-8111（内線 42115） 

直通：03-5253-8588  FAX:03-5253-1639 

1,車検証電子化についての周知用ウェブサイトの開設について
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トップページ（※PCのイメージ）

メインビジュアル部の画面遷移

メインビジュアル部

対象者選択部

お知らせ部

リーフレット部

スマホ画面

※画面の構成はPC版と同じです。

1

P2へ P3へ

P4へ
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自動車ユーザー向けページ（※PCのイメージ）

●電子車検証の仕様や記録事項についてご説明
しています

●閲覧アプリの概要や使い方をご説明しています

※今後使い方についての動画も追加予定です

（画面イメージ）

（画面イメージ）
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事業者向けページ（※PCのイメージ）

●記録等事務代行サービスの概要、サービス提供者
（記録等事務代行者）になるための手続き、サービ
ス提供者となった場合に利用するアプリについてご説
明しています。

（画面イメージ）
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周知用リーフレット（表面）

4

※リーフレットデザインは制作中のため変更になる可能性があります。
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周知用リーフレット（裏面）

5
※リーフレットデザインは制作中のため変更になる可能性があります。
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3,自動車特定整備事業の変更申請にかかる記載例について
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■電子制御装置点検整備作業場 ■水準器

■スキャンツール ■認証書（原本）
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みほん

31



  

 

 

 

  

  

 
 

 

 

  

 

 

  

 

 

   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

    

 

4,特定整備記録簿の記載方法について
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別紙

月　日

時　間

青森
9月4日(日)

10:00～14:30

青森運輸支局構内

所在地：
　青森市浜田豊田139-13

「自動車点検ふれあい
  フェスティバル2022」

・マイカー点検教室
・マイカー無料点検サービス
・クルマ相談コーナー
・白バイ隊員との記念撮影
・ＪＡＦ子ども免許証

岩手

9月17日(土)
～

9月18日(日)

9:30～16:00

岩手産業文化センター　アピオ

所在地：
　滝沢市砂込389-20

「自動車整備フェスタ2022」
 ※岩手放送主催への出展

・マイカー点検教室
・マイカー相談
・衝突試験車両の映像上映
・運転適性診断体験
・子供免許証、キーホルダー作成等

宮城
9月17日(土)

10:30～14:30

勾当台公園 市民広場

所在地：
　仙台市青葉区国分町3丁目7

「宮城バスまつり」
※宮城県バス協会主催への出展

・チラシ配布
・小学生以下を対象とした自動車整備体験
・マイカー相談等

9月10日(土)

10:30～14:30

道の駅ふたつい 屋根付きイベント広場

所在地：
　能代市二ツ井町小繁字泉５１番地

「マイカー点検フェア」

・マイカー点検教室
・無料日常点検
・マイカー相談所
・自動車構造・装置のカット模型展示
・トルクレンチ体験

10月22日（土）
～

10月23日（日）

10:00～17:00

秋田市雄和スカイドーム

所在地：
　秋田市雄和椿川字駒坂４丁目１

「あきたNEXTモーターフェス2022」
※あきたNEXTモーターショー実行委員会
主催

・マイカー点検教室
・マイカー相談所
・自動車構造・装置のカット模型展示

山形
10月15日(土)

～
10月16日(日)

山形国際交流プラザ
　　　山形ビッグウイング

所在地：
　山形市平久保100番地

「マイカー点検フェスティバル2022」
※「やまがた環境展」への出展

・マイカー相談
・マイカー無料点検
・劣化部品展示
・スタンプラリー
・ペーパークラフト作成
・こども免許証発行等

福島

10月1日(土)
～

10月2日(日)

10:00～16:00

ビッグパレットふくしま

所在地：
　郡山市南２丁目５２

「くるまの点検フェア」
※福島放送局主催「KFBまつり」への出
展

・子供免許証交付
・キッズメカニック体験
・カットエンジン展示
・自動車部品展示

※実施日や時間・会場等は予告なく変更となる場合があります。

秋田

東東北北運運輸輸局局管管内内ににおおけけるるイイベベンントト実実施施計計画画

県別 実 施 場 所 イベント名 イベントの主な予定

 

 

 《《発発表表記記者者会会：：青青森森県県政政記記者者会会、、岩岩手手県県政政記記者者ククララブブ、、東東北北電電力力記記者者会会、、宮宮城城県県政政記記者者会会、、  

秋秋田田県県政政記記者者会会、、山山形形県県政政記記者者会会、、福福島島県県政政記記者者ククララブブ》》  

 
        
                                                  

 
 

 

 

点点検検・・整整備備のの必必要要性性のの啓啓発発活活動動  

（１） 自動車の使用者には、自動車の不具合による事故防止や環境保 

全を図ることを目的として、自動車の点検・整備の実施が義務付け 

られていますが、それが使用者に十分理解されておらず、定期点検 

の実施状況は乗用車で６割程度に留まっています。 

東北各県で自動車の使用者に対する自動車の点検・整備の必要性 

を啓発する、自動車点検フェスティバル等の自動車整備関連イベン 

ト※1を開催し、参加した１０代から３０代の若者世代に重点を置 

き、ポスターやチラシ及びSNS等を活用し広報活動を実施します。 
（※１別紙：東北運輸局管内におけるイベント実施計画）  

※※新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症拡拡大大防防止止のの観観点点ななどどかからら、、各各種種イイベベンントトはは    点検整備推進運動ポスター 
中中止止又又はは規規模模をを縮縮小小ししてて行行うう場場合合ががあありりまますす。。 

 

（２） 東北管内では大型自動車等の車輪脱落事故が増加傾向である 

ことから、冬用タイヤへの交換が始まる時期を前にして大型車両 

のドライバー等へ対して、車輪脱落事故防止の点検・整備を呼び 

かけます。【東北運輸局重点項目】 

 

（３） 適切な点検・整備の実施によるCO2の削減効果について、チラ 

シの配布やSNS等を活用した広報など様々な機会を捉えて自動車 

の使用者に対して周知します。                        ホイールナットの点検風景 

                        

  ココスストトもも、、いいののちちもも、、地地球球環環境境もも。。  

～～９９月月・・１１００月月はは「「自自動動車車点点検検整整備備推推進進運運動動」」のの強強化化月月間間～～ 

【問い合わせ先】 

東北運輸局自動車技術安全部整備・保安課

               石村、阿部 

TEL 022-791-7534 FAX 022-299-8872 

令和４年９月１日 

国土交通省東北運輸局 

 

東 北 運 輸 局 マ ス コ ッ ト  

” と う ほ く ろ っ 犬  ”  

自動車は、使用期間や走行距離に応じて故障・劣化が生じることから、安全にご使用いただく

ためには、自動車の使用者が責任を持って、適切に点検・整備を行うことが必要です。このため、

東北運輸局では、関係団体等と協力し、９月（全国統一の強化月間）及び１０月（東北運輸局の

強化月間）を「自動車点検整備推進運動」強化月間として、点検・整備の必要性や重要性を啓発

していきます。 

5,～９月・10月は「自動車点検整備推進運動」の強化月間～
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　青森市浜田豊田139-13

「自動車点検ふれあい
  フェスティバル2022」

・マイカー点検教室
・マイカー無料点検サービス
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・運転適性診断体験
・子供免許証、キーホルダー作成等

宮城
9月17日(土)

10:30～14:30

勾当台公園 市民広場

所在地：
　仙台市青葉区国分町3丁目7

「宮城バスまつり」
※宮城県バス協会主催への出展
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・小学生以下を対象とした自動車整備体験
・マイカー相談等

9月10日(土)
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道の駅ふたつい 屋根付きイベント広場

所在地：
　能代市二ツ井町小繁字泉５１番地

「マイカー点検フェア」

・マイカー点検教室
・無料日常点検
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・自動車構造・装置のカット模型展示
・トルクレンチ体験
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10:00～17:00

秋田市雄和スカイドーム

所在地：
　秋田市雄和椿川字駒坂４丁目１

「あきたNEXTモーターフェス2022」
※あきたNEXTモーターショー実行委員会
主催

・マイカー点検教室
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・自動車構造・装置のカット模型展示

山形
10月15日(土)

～
10月16日(日)

山形国際交流プラザ
　　　山形ビッグウイング

所在地：
　山形市平久保100番地

「マイカー点検フェスティバル2022」
※「やまがた環境展」への出展

・マイカー相談
・マイカー無料点検
・劣化部品展示
・スタンプラリー
・ペーパークラフト作成
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～
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東東北北運運輸輸局局管管内内ににおおけけるるイイベベンントト実実施施計計画画

県別 実 施 場 所 イベント名 イベントの主な予定
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6,東北運輸局管内車輪脱落事故発生状況について
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大大型型車車のの車車輪輪脱脱落落事事故故**発発生生件件数数のの推推移移

全国 うち人身事故（全国） 東北 うち人身事故（東北）

東東北北運運輸輸局局管管内内車車輪輪脱脱落落事事故故発発生生状状況況（（令令和和３３年年度度））【別紙】

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

※ 車両総重量8トン以上の自動車又は乗車定員30人以上の自動車であって、車輪を取り付けるホイール・ボルトの折損又は
ホイール・ナットの脱落により車輪が自動車から脱落した事故

• 事故件数は、対前年度比２件増。
• 過去最多となった令和元年度に
続き３年連続で４０件を超えた。

• 前年度は人身事故はなかった
が、１件軽傷を負っている。
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車車輪輪脱脱着着作作業業かからら事事故故発発生生ままででのの期期間間別別件件数数

東東北北運運輸輸局局管管内内車車輪輪脱脱落落事事故故発発生生状状況況（（令令和和３３年年度度））

・前年度はトラックのみの発生だったが
令和３年度はバスでも１件発生。

n=45 n=45

n=45

• ４５件のうち、車輪脱着作業後１ヶ月以内に発
生したものが２６件（５７．７％）。

• 対前年度比は４件増

• 対前年度比は事業用４件増、自家用３件減、自家用
にはバスの発生もある。

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

ババスス 11件件

トトララッックク ４４４４件件

業業態態別別（（大大型型ババスス・・大大型型トトララッックク））

事事業業用用 ３３２２件件

自自家家用用 １１３３件件

事事業業用用・・自自家家用用別別
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車車輪輪脱脱落落直直前前のの３３ヶヶ月月以以内内にに「「タタイイヤヤ交交換換」」をを実実施施ししたた車車両両にによよるる事事故故件件数数

（（タタイイヤヤ交交換換実実施施時時期期別別））
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発発生生月月別別車車輪輪脱脱落落事事故故発発生生状状況況

東東北北運運輸輸局局管管内内車車輪輪脱脱落落事事故故発発生生状状況況（（令令和和３３年年度度））

• タイヤ交換作業が集中する１１月から１２月に実施し
た車両の事故が２５件 （５５．５％）。

• 交換作業ピークの１１月に集中する傾向。

n=30

n=45

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

• ４５件のうち、１１月から１月に３１件（６８．８％）発生
と冬期に集中

• 対前年比は２件増（２９件（６７．４％))
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東東北北運運輸輸局局管管内内車車輪輪脱脱落落事事故故発発生生状状況況（（令令和和３３年年度度））

61件

• タイヤ交換・タイヤローテーションが
大半を占める傾向。

• タイヤ交換が前年度７０％であったこ
とから、増加傾向。

●タイヤ交換
・ 通常タイヤから冬用タイヤへの交換
・ 冬用タイヤから通常タイヤへの交換
・ パンクや摩耗したタイヤの交換 など
●タイヤローテーション
・ タイヤの摩耗が偏ることを防止するため、前後・左右のタイヤを入れ替える

n=45

n=45

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

• 大型ユーザーの交換によるものが半数
以上を占める傾向で前年度と同比。

タタイイヤヤ交交換換

３３３３件件 ７７３３%%

タタイイヤヤロローーテテーーシショョンン

５５件件 １１１１%%

定定期期点点検検

５５件件 1111%%

不不明明

２２件件 55%%

タタイイヤヤ脱脱着着作作業業内内容容別別

大大型型車車ユユーーザザーー

２２５５件件 5566%%
タタイイヤヤ業業者者

１１００件件 2222%%

整整備備工工場場

８８件件 １１８８%%

そそのの他他

１１件件 ２２%%

不不明明

１１件件 22%%

タタイイヤヤ脱脱着着作作業業実実施施者者別別
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ホホイイーールル・・ナナッットト緩緩みみ

４４００件件

ホホイイーールル・・ボボルルトト折折損損

５５件件

タタイイヤヤ脱脱落落時時のの原原因因
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車車体体のの形形状状別別発発生生件件数数

東東北北運運輸輸局局管管内内車車輪輪脱脱落落事事故故発発生生状状況況（（令令和和３３年年度度））

n=45

n=45

• 初度登録してから４年～７年経過してい
る車両で多く脱落している傾向。

• １０年以上経過している車両も増加傾向。

n=45

• ホイール・ナットの緩みによる
ものが大半を占める傾向。

• 締め付け方式はＩＳＯ方式によるものが
大半を占める傾向。

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

ＪＪＩＩＳＳ方方式式 ５５件件

ＩＩＳＳＯＯ方方式式 ４４００件件

締締めめ付付けけ方方式式
n=45
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東東北北運運輸輸局局管管内内車車輪輪脱脱落落事事故故発発生生状状況況（（令令和和３３年年度度））

「増し締め有り」１８件について、脱落の推定要因
• ディスクホイール、ホイール・ボルト等の劣化・摩耗：５件
• ネジ部、ハブ面の錆・汚れ等：１４件

左輪タイヤの脱落割合が高いことの推定原因

左輪タイヤが多く脱落する原因については、以下の可能
性が考えられる。

・ 右折時は、比較的高い速度を保ったまま旋回するため、
遠心力により積み荷の荷重が左輪に大きく働く。

・ 左折時は、低い速度であるが、左後輪がほとんど回転し
ない状態で旋回するため、回転方向に対して垂直にタイ
ヤがよじれるように力が働く。

・ 道路は中心部が高く作られている場合が多いことから、
車両が左（路肩側）に傾き、左輪により大きな荷重がか
かる。
前輪は、ホイール・ボルト緩み等の異常が発生した場合に
は、ハンドルの振動等により運転手が気付きやすい。

• 脱落箇所は左後輪で１００％

n=45

• 「増し締め有り」１８件は、大半が大型車ユーザー自ら車輪
脱着作業を実施し、自ら増し締めも実施しているが、脱落
発生まで１月以内が９件、２ヶ月以内のものが６件となって
おり、車齢６年以上経過している車両が１３件と大半を占め
ている。

• 経年劣化の影響もあり、ネジ部、ハブ面の錆、汚れ等の除
去不十分や潤滑剤の塗布不十分等により、適正な締付力
が得られず脱落に至ったと推定。

• 日常において行う点検や確認が不十分であり、緩みに気
づくことができず脱落に至ると推定

【対策の方向性】
• ネジ部・ハブ面の錆・汚れ等の清掃作業や適切な潤滑剤の塗布を実施
• 劣化・摩耗が進んだホイール・ボルト、ホイール・ナット等は早めに交換
• マーキング・ナットマーカー等の活用による日常において行う確認の実
施（特に左後輪）

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

n=45

左左後後輪輪 ４４５５件件

脱脱落落車車輪輪箇箇所所

増増しし締締めめ無無しし

２２４４件件

増増しし締締めめ有有りり

１１８８件件

不不明明

３３件件

脱脱着着作作業業後後のの増増しし締締めめ実実施施のの有有無無
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

【【機機密密性性２２】】

作作成成日日__作作成成担担当当課課__用用途途__保保存存期期間間発発出出元元 →→  発発出出先先

動画はこちら→

タイヤが歩行者に衝突するなど重大な事故に
発展するおそれがあります。

国国土土交交通通省省東東北北運運輸輸局局

◎◎ホイールボルト・ナットの清掃の実施 ◎◎著しく錆びたホイールボルト・ナットの使用禁止
◎◎ホイールボルト・ナットへの給脂 ◎◎規定トルクによるホイールナットの締め付け
◎◎日常点検整備の確実な実施 ◎◎タイヤ交換後、５０ｋｍ～１００ｋｍ走行後の増し締め

車輪脱落事故の
恐ろしさを知って！！

車輪脱落事故を起こした車両の
ワッシャー付ホイール・ナット

潤滑剤の塗布箇所
※ナットとワッシャーの間に、潤滑剤を忘れ
ずに塗布してください

日常点検整備の
動画はこちら→

大型車のタイヤ交換等には守っていただくルールがあります。

適切な作業をお願いします！！

裏面もご覧ください。
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7,大型車のホイール・ナットの緊急点検を行います！
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

機機密密性性２２情情報報

大型車の車輪脱落事故防止について

令和４年９月

東北運輸局自動車技術安全部

掲掲載載事事項項

１．東北管内車輪脱落事故発生状況（令和３年度）

２．タイヤ交換作業等の実態調査結果
（大型車の車輪脱落事故防止対策に係る調査検討ＷＧ）

３．事故発生メカニズム（推定）

４．車輪脱着作業手順（４つのポイント）

５．大型車の車輪脱落事故防止特別ページの紹介

1

2
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

機機密密性性２２情情報報

大型車の車輪脱落事故防止について

令和４年９月

東北運輸局自動車技術安全部

掲掲載載事事項項

１．東北管内車輪脱落事故発生状況（令和３年度）

２．タイヤ交換作業等の実態調査結果
（大型車の車輪脱落事故防止対策に係る調査検討ＷＧ）

３．事故発生メカニズム（推定）

４．車輪脱着作業手順（４つのポイント）

５．大型車の車輪脱落事故防止特別ページの紹介

1

2

8,大型車の車輪脱落事故防止について
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１１．．東東北北管管内内車車輪輪脱脱落落事事故故発発生生状状況況（（令令和和３３年年度度））①①

大型車の車輪脱落事故発生件数の推移

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告
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大型車車輪脱落事故*発生件数の推移

全国 うち人身事故（全国） 東北 うち人身事故（東北）

• 事故件数は、対前年度比２件増。
• 過去最多となった令和元年度に続き３年連続で４０件を超えた。
• 前年度は人身事故はなかったが、１件軽傷を負っている。

※ 車両総重量8トン以上の自動車又は乗車定員30人以上の自動車であって、車輪を取り
付けるホイール・ボルトの折損又はホイール・ナットの脱落により車輪が自動車から脱
落した事故

11

66

11
33 44

11

0

5

10

15

H29 H30 R1 R２ R３

青青森森

青森発生件数 うち人身事故（青森）

33 33

1111
1155

1122

0

5

10

15

H29 H30 R1 R２ R３

岩岩手手

岩手発生件数 うち人身事故（岩手）

55 66

1111

66
99

0

5

10

15

H29 H30 R1 R２ R３

宮宮城城

宮城発生件数 うち人身事故（宮城）

22
55

77
55

88

11

0

5

10

15

H29 H30 R1 R２ R３

秋秋田田

秋田発生件数 うち人身事故（秋田）

33 33

1144

99 99

11

0

5

10

15

H29 H30 R1 R２ R３

山山形形

山形発生件数 うち人身事故（山形）

33 33 44 55
33

0

5

10

15

H29 H30 R1 R２ R３

福福島島

福島発生件数 うち人身事故（福島）

１１．．東東北北管管内内車車輪輪脱脱落落事事故故発発生生状状況況（（令令和和３３年年度度））②②

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

ババスス 1件件

トトララッックク ４４４４件件

業業態態別別（（大大型型ババスス・・大大型型トトララッックク））

事事業業用用 ３３２２件件

自自家家用用 １１３３件件

事事業業用用・・自自家家用用別別

・前年度はトラックのみの発生だったが
令和３年度はバスでも１件発生。

• 対前年度比は事業用４件増、自家用３件減、自家用
にはバスの発生もある。
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１１．．東東北北管管内内車車輪輪脱脱落落事事故故発発生生状状況況（（令令和和３３年年度度））③③

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告
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• ４５件のうち、１１月から１月に３１件
（６８．８％）発生と冬期に集中

• 対前年比は２件増（２９件（６７．４％))
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車車輪輪脱脱落落直直前前のの３３ヶヶ月月以以内内にに「「タタイイヤヤ交交換換」」をを実実施施ししたた車車両両

にによよるる事事故故件件数数

（（タタイイヤヤ交交換換実実施施時時期期別別））
n=30

• タイヤ交換作業が集中する１１月から１２月に
実施した車両の事故が２５件 （５５．５％）。

• 交換作業ピークの１１月に集中する傾向。

１１．．東東北北管管内内車車輪輪脱脱落落事事故故発発生生状状況況（（令令和和３３年年度度））④④

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

大大型型車車ユユーーザザーー

２２５５件件 5566%%
タタイイヤヤ業業者者

１１００件件 2222%%

整整備備工工場場

８８件件 １１８８%%

そそのの他他

１１件件 ２２%%

不不明明

１１件件 22%%

タタイイヤヤ脱脱着着作作業業実実施施者者別別

タタイイヤヤ交交換換

３３３３件件 ７７３３%%

タタイイヤヤロローーテテーーシショョンン

５５件件 １１１１%%

定定期期点点検検

５５件件 1111%%

不不明明

２２件件 44%%

タタイイヤヤ脱脱着着作作業業内内容容別別

• 大型ユーザーの交換によるものが半数
以上を占める傾向で前年度と同比。

• タイヤ交換・タイヤローテーションが大半を占める傾向。
• タイヤ交換が前年度７０％であったことから、増加傾向。

●タイヤ交換
・ 通常タイヤから冬用タイヤへの交換
・ 冬用タイヤから通常タイヤへの交換
・ パンクや摩耗したタイヤの交換 など
●タイヤローテーション
・ タイヤの摩耗が偏ることを防止するため、前後・左
右のタイヤを入れ替える
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１１．．東東北北管管内内車車輪輪脱脱落落事事故故発発生生状状況況（（令令和和３３年年度度））①①

大型車の車輪脱落事故発生件数の推移

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告
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１１．．東東北北管管内内車車輪輪脱脱落落事事故故発発生生状状況況（（令令和和３３年年度度））⑤⑤

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告
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登登録録年年かからら事事故故発発生生ままででのの車車齢齢

n=45

• 初度登録してから４年～７年経過してい
る車両で多く脱落している傾向。

• １０年以上経過している車両も増加傾向。

ホホイイーールル・・ナナッットト緩緩みみ

４４００件件

ホホイイーールル・・ボボルルトト折折損損

５５件件

タタイイヤヤ脱脱落落時時のの原原因因

• ホイール・ナットの緩みによるものが大
半を占める傾向。

ＪＪＩＩＳＳ方方式式 ５５件件

ＩＩＳＳＯＯ方方式式 ４４００件件

締締めめ付付けけ方方式式
n=45

• 締め付け方式はＩＳＯ方式によるものが
大半を占める傾向。

n=45

１１．．東東北北管管内内車車輪輪脱脱落落事事故故発発生生状状況況（（令令和和３３年年度度））⑥⑥

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告

増増しし締締めめ無無しし

２２４４件件

増増しし締締めめ有有りり

１１８８件件

不不明明

３３件件

脱脱着着作作業業後後のの増増しし締締めめ実実施施のの有有無無

n=45
「増し締め有り」１８件について、脱落の推定要因
• ディスクホイール、ホイール・ボルト等の劣化・摩耗：５件
• ネジ部、ハブ面の錆・汚れ等：１４件

• 「増し締め有り」１８件は、大半が大型車ユーザー自ら車輪脱着作業を実施し、自ら増し締めも
実施しているが、脱落発生まで１月以内が９件、２ヶ月以内のものが６件となっており、車齢６年
以上経過している車両が１３件と大半を占めている。

• 経年劣化の影響もあり、ネジ部、ハブ面の錆、汚れ等の除去不十分や潤滑剤の塗布不十分等
により、適正な締付力が得られず脱落に至ったと推定。

• 日常において行う点検や確認が不十分であり、緩みに気づくことができず脱落に至ると推定

【対策の方向性】
• ネジ部・ハブ面の錆・汚れ等の清掃作業や適切な潤滑剤の塗布を実施
• 劣化・摩耗が進んだホイール・ボルト、ホイール・ナット等は早めに交換
• マーキング・ナットマーカー等の活用による日常において行う確認の実施（特に左後輪）

左左後後輪輪 ４４５５件件

脱脱落落車車輪輪箇箇所所

左輪タイヤの脱落割合が高いことの推定原因

左輪タイヤが多く脱落する原因については、以下の可能性が考えられる。

・ 右折時は、比較的高い速度を保ったまま旋回するため、遠心力により積み荷の荷重が左輪
に大きく働く。

・ 左折時は、低い速度であるが、左後輪がほとんど回転しない状態で旋回するため、回転方向
に対して垂直にタイヤがよじれるように力が働く。

・ 道路は中心部が高く作られている場合が多いことから、車両が左（路肩側）に傾き、左輪によ
り大きな荷重がかかる。
前輪は、ホイール・ボルト緩み等の異常が発生した場合には、ハンドルの振動等により運転手
が気付きやすい。

• 脱落箇所は左後輪で１００％

n=45

7

8

２２．．タタイイヤヤ交交換換作作業業等等のの実実態態調調査査結結果果（（大大型型車車のの車車輪輪脱脱落落事事故故防防止止対対策策にに係係るる調調査査検検討討WWGG））

出典：大型車の車輪脱落事故防止対策に係る調査検討WG－車輪脱落事故防止対策の方向性－中間とりまとめ
概要版：https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha/tenkenseibi/images/t2-1/WGchukan_abst.pdf
詳細版：https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha/tenkenseibi/images/t2-1/WGchukan.pdf

◎車輪脱落事故を起こしていない事業者のタイヤ交換作業等の実態を把握
するため、アンケート形式による調査を実施し、車輪脱落事故を起こし
た事業者の実態と比較分析したところ、次の傾向が見られた。

事故発生事業者は自社でのタイヤ交換が多いのに対し、事故未発生事
業者は外注業者（タイヤ交換業者、整備工場）でのタイヤ交換が多い。

タイヤ交換時のホイール・ボルト、ホイール・ナットの劣化摩耗状況
確認は、事故発生事業者の方が実施している割合は低い。

タイヤ交換時は、いずれの事業者の場合でも規定された締め付けトル
クでホイール・ナットを締め付けていない実態が多い。

増し締めを実施していない割合は、事故未発生事業者の方は低いもの
の緩みがあれば実施している割合が高い。

増し締め時は、事故未発生事業者の方が規定された締め付けトルクで
ホイール・ナットを締め付けている実態が多い。

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

◎ホイール・ボルト折損、ホイール・ナット脱落により車輪が脱落

②ホイール・ディスクのがたつきが発生

③ホイール・ナットに過度な負荷が生じ、ボルト折損やナット脱落発生

④このため、ホイール・ディスクが車軸と保持できなくなり、車輪脱落
が発生

注：本推定メカニズムは、実験等での検証は行われておりません。

（一社）日本自動車工業会作成資料より

①ボルト・ナットに錆や傷がある場合や、エンジン
オイルを塗布しない場合には、規定トルクで締付
けても必要な軸力（締結力）が得られない場合が
あり、初期なじみの影響等で、軸力が徐々に低下
し、ホイールナットの緩みが発生 【予兆】

ホイール取付後の走行距離
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１１．．東東北北管管内内車車輪輪脱脱落落事事故故発発生生状状況況（（令令和和３３年年度度））⑤⑤

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告
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１１．．東東北北管管内内車車輪輪脱脱落落事事故故発発生生状状況況（（令令和和３３年年度度））⑥⑥

出典：自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告
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以上経過している車両が１３件と大半を占めている。

• 経年劣化の影響もあり、ネジ部、ハブ面の錆、汚れ等の除去不十分や潤滑剤の塗布不十分等
により、適正な締付力が得られず脱落に至ったと推定。

• 日常において行う点検や確認が不十分であり、緩みに気づくことができず脱落に至ると推定

【対策の方向性】
• ネジ部・ハブ面の錆・汚れ等の清掃作業や適切な潤滑剤の塗布を実施
• 劣化・摩耗が進んだホイール・ボルト、ホイール・ナット等は早めに交換
• マーキング・ナットマーカー等の活用による日常において行う確認の実施（特に左後輪）

左左後後輪輪 ４４５５件件

脱脱落落車車輪輪箇箇所所

左輪タイヤの脱落割合が高いことの推定原因

左輪タイヤが多く脱落する原因については、以下の可能性が考えられる。

・ 右折時は、比較的高い速度を保ったまま旋回するため、遠心力により積み荷の荷重が左輪
に大きく働く。

・ 左折時は、低い速度であるが、左後輪がほとんど回転しない状態で旋回するため、回転方向
に対して垂直にタイヤがよじれるように力が働く。

・ 道路は中心部が高く作られている場合が多いことから、車両が左（路肩側）に傾き、左輪によ
り大きな荷重がかかる。
前輪は、ホイール・ボルト緩み等の異常が発生した場合には、ハンドルの振動等により運転手
が気付きやすい。

• 脱落箇所は左後輪で１００％

n=45

7

8

２２．．タタイイヤヤ交交換換作作業業等等のの実実態態調調査査結結果果（（大大型型車車のの車車輪輪脱脱落落事事故故防防止止対対策策にに係係るる調調査査検検討討WWGG））

出典：大型車の車輪脱落事故防止対策に係る調査検討WG－車輪脱落事故防止対策の方向性－中間とりまとめ
概要版：https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha/tenkenseibi/images/t2-1/WGchukan_abst.pdf
詳細版：https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha/tenkenseibi/images/t2-1/WGchukan.pdf

◎車輪脱落事故を起こしていない事業者のタイヤ交換作業等の実態を把握
するため、アンケート形式による調査を実施し、車輪脱落事故を起こし
た事業者の実態と比較分析したところ、次の傾向が見られた。

事故発生事業者は自社でのタイヤ交換が多いのに対し、事故未発生事
業者は外注業者（タイヤ交換業者、整備工場）でのタイヤ交換が多い。

タイヤ交換時のホイール・ボルト、ホイール・ナットの劣化摩耗状況
確認は、事故発生事業者の方が実施している割合は低い。

タイヤ交換時は、いずれの事業者の場合でも規定された締め付けトル
クでホイール・ナットを締め付けていない実態が多い。

増し締めを実施していない割合は、事故未発生事業者の方は低いもの
の緩みがあれば実施している割合が高い。

増し締め時は、事故未発生事業者の方が規定された締め付けトルクで
ホイール・ナットを締め付けている実態が多い。

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

◎ホイール・ボルト折損、ホイール・ナット脱落により車輪が脱落

②ホイール・ディスクのがたつきが発生

③ホイール・ナットに過度な負荷が生じ、ボルト折損やナット脱落発生

④このため、ホイール・ディスクが車軸と保持できなくなり、車輪脱落
が発生

注：本推定メカニズムは、実験等での検証は行われておりません。

（一社）日本自動車工業会作成資料より

①ボルト・ナットに錆や傷がある場合や、エンジン
オイルを塗布しない場合には、規定トルクで締付
けても必要な軸力（締結力）が得られない場合が
あり、初期なじみの影響等で、軸力が徐々に低下
し、ホイールナットの緩みが発生 【予兆】

ホイール取付後の走行距離
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(1)ホイール脱着作業後の初期なじみによる緩み発生

①ホイール脱着作業の後、しばらく走行すると「初期なじみ」が生じる。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(1)ホイール脱着作業後の初期なじみによる緩み発生

②そのまま走行していると徐々に緩みが進み、ナットが外れる。その後ホイールも外れる。
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ー
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動動 ナナ
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トト

ポポロロリリ

＜＜ポポイインントト＞＞
初初期期ななじじみみはは走走行行開開始始直直後後かからら生生じじ
るるたためめ、、ああるる程程度度走走行行（（5500～～110000ｋｋｍｍ））
ししたたタタイイミミンンググでで増増しし締締めめをを行行うう。。
そそのの後後はは、、一一日日一一回回運運行行前前のの日日常常点点
検検でで、、緩緩みみがが無無いいかかをを確確認認すするる。。

＜＜注注意意＞＞
「「初初期期ななじじみみがが出出なないいよよううにに」」とと、、規規
定定よよりり大大ききいいトトルルククででナナッットトをを締締めめ付付
けけるるとと、、ボボルルトトののネネジジ山山をを傷傷めめるるたた
めめ、、結結果果的的にに緩緩みみややすすくくななりり逆逆効効果果。。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(２)ホイール脱着作業時のボルト穴位置の不一致による緩み発生
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振振
動動

ワッシャー、外側ホイール、内側ホイ
ールの重なる面積が小さいため、走
行振動で緩みやすい

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(２)ホイール脱着作業時のボルト穴位置の不一致による緩み発生

ハ
ブ

ナナ
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トト

ワッシャー、外側ホイール、内側ホイ
ールの重なる面積が大きくなるため、
緩みにくくなる。

ピピタタッッ
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(1)ホイール脱着作業後の初期なじみによる緩み発生

①ホイール脱着作業の後、しばらく走行すると「初期なじみ」が生じる。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(1)ホイール脱着作業後の初期なじみによる緩み発生

②そのまま走行していると徐々に緩みが進み、ナットが外れる。その後ホイールも外れる。
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＜＜ポポイインントト＞＞
初初期期ななじじみみはは走走行行開開始始直直後後かからら生生じじ
るるたためめ、、ああるる程程度度走走行行（（5500～～110000ｋｋｍｍ））
ししたたタタイイミミンンググでで増増しし締締めめをを行行うう。。
そそのの後後はは、、一一日日一一回回運運行行前前のの日日常常点点
検検でで、、緩緩みみがが無無いいかかをを確確認認すするる。。

＜＜注注意意＞＞
「「初初期期ななじじみみがが出出なないいよよううにに」」とと、、規規
定定よよりり大大ききいいトトルルククででナナッットトをを締締めめ付付
けけるるとと、、ボボルルトトののネネジジ山山をを傷傷めめるるたた
めめ、、結結果果的的にに緩緩みみややすすくくななりり逆逆効効果果。。

11

12

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(２)ホイール脱着作業時のボルト穴位置の不一致による緩み発生
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ワッシャー、外側ホイール、内側ホイ
ールの重なる面積が小さいため、走
行振動で緩みやすい

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(２)ホイール脱着作業時のボルト穴位置の不一致による緩み発生
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ワッシャー、外側ホイール、内側ホイ
ールの重なる面積が大きくなるため、
緩みにくくなる。
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13

14

63



３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(３)ハブとホイール、ホイールとホイールの当たり面の錆等による緩み発生

①各当たり面の錆や泥等を清掃しないまま組み付けると・・・。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(３)ハブとホイール、ホイールとホイールの当たり面の錆等による緩み発生

②当たり面の間に錆等の層が挟まれた状態で締め付けられる。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(３)ハブとホイール、ホイールとホイールの当たり面の錆等による緩み発生

③走行振動により錆等の層が脱落する。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(３)ハブとホイール、ホイールとホイールの当たり面の錆等による緩み発生

④すき間ができることによりナットの締結力が低下し、走行の振動により緩みが生じる。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(３)ハブとホイール、ホイールとホイールの当たり面の錆等による緩み発生

①各当たり面の錆や泥等を清掃しないまま組み付けると・・・。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(３)ハブとホイール、ホイールとホイールの当たり面の錆等による緩み発生

②当たり面の間に錆等の層が挟まれた状態で締め付けられる。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(３)ハブとホイール、ホイールとホイールの当たり面の錆等による緩み発生

③走行振動により錆等の層が脱落する。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(３)ハブとホイール、ホイールとホイールの当たり面の錆等による緩み発生

④すき間ができることによりナットの締結力が低下し、走行の振動により緩みが生じる。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(３)ハブとホイール、ホイールとホイールの当たり面の錆等による緩み発生

⑤緩みが進み、ナットが外れる。その後ホイールも外れる。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(３)ハブとホイール、ホイールとホイールの当たり面の錆等による緩み発生

防防ぐぐたためめににはは →→ 当当たたりり面面のの錆錆、、泥泥、、汚汚れれ等等ををししっっかかりり落落ととししててかからら組組みみ付付けけるる。。

ハ
ブ

ナナ
ッッ
トト

ホ
イ
ー
ル(

内
側)

ホ
イ
ー
ル(

内
側)

ホ
イ
ー
ル(

外
側)

ホ
イ
ー
ル(

外
側)

ピピタタッッ
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(３)ハブとホイール、ホイールとホイールの当たり面の錆等による緩み発生

ボボルルトトやや、、ハハブブははめめ合合いい部部((イインンロローー部部))根根元元のの錆錆ににもも注注意意((錆錆がが挟挟ままりり、、ホホイイーールルととハハブブがが密密
着着ししなないい))。。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(４)ボルト、ナットの錆による緩み発生

①ボルト、ナットの錆びを落とさないまま締め付けると・・・。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(３)ハブとホイール、ホイールとホイールの当たり面の錆等による緩み発生

⑤緩みが進み、ナットが外れる。その後ホイールも外れる。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(３)ハブとホイール、ホイールとホイールの当たり面の錆等による緩み発生

防防ぐぐたためめににはは →→ 当当たたりり面面のの錆錆、、泥泥、、汚汚れれ等等ををししっっかかりり落落ととししててかからら組組みみ付付けけるる。。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(３)ハブとホイール、ホイールとホイールの当たり面の錆等による緩み発生

ボボルルトトやや、、ハハブブははめめ合合いい部部((イインンロローー部部))根根元元のの錆錆ににもも注注意意((錆錆がが挟挟ままりり、、ホホイイーールルととハハブブがが密密
着着ししなないい))。。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(４)ボルト、ナットの錆による緩み発生

①ボルト、ナットの錆びを落とさないまま締め付けると・・・。
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ー

ワ
ッ
シ
ャ
ーナナッットト

ホ
イ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル

ボボルルトト
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(４)ボルト、ナットの錆による緩み発生

②ナットが進むにつれ、削れた錆がネジ山に詰まっていく。

ハ
ブ

ナナッットトワ
ッ
シ
ャ
ー

ワ
ッ
シ
ャ
ーナナッットト

ホ
イ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル

ボボルルトト

ここに錆が詰まる

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(４)ボルト、ナットの錆による緩み発生

③ネジ山に詰まった錆が締め付けの抵抗となり、規定トルクで締め付けても、本来必要な軸
力(締結力)が得られない状態となる。

ハ
ブ

ナナッットトワ
ッ
シ
ャ
ー

ワ
ッ
シ
ャ
ーナナッットト

ボボルルトト

本来必要な軸力

錆の抵抗で小さく
なった軸力

23

24

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(４)ボルト、ナットの錆による緩み発生

④走行振動で緩む。最終的にナットが外れ、ホイールも外れる。

ハ
ブ

ナナッットトワ
ッ
シ
ャ
ー

ワ
ッ
シ
ャ
ーナナッットト

ボボルルトト

走走
行行
振振
動動

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(４)ボルト、ナットの錆による緩み発生

防防ぐぐたためめににはは →→ ボボルルトト、、ナナッットトがが錆錆びびてていいるる場場合合、、錆錆をを落落ととししててかからら締締めめ付付けけるる。。

ハ
ブ

ナナッットトワ
ッ
シ
ャ
ー

ワ
ッ
シ
ャ
ーナナッットト

ボボルルトト

ピピタタッッ
＜＜ポポイインントト＞＞
錆錆ののたためめネネジジ山山のの形形がが崩崩れれたたりり損損傷傷
ししてていいるる場場合合ななどど、、ボボルルトト・・ナナッットトのの状状
態態にによよっっててはは、、規規定定トトルルククでで締締めめ付付けけ
ててもも「「必必要要なな軸軸力力（（締締結結力力））」」がが得得らられれ
るるととはは限限ららなないい。。

ネネジジ山山ににエエンンジジンンオオイイルルななどど
のの指指定定油油脂脂をを薄薄くく塗塗布布すするる
こことともも忘忘れれずずにに。。

25

26
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(４)ボルト、ナットの錆による緩み発生

②ナットが進むにつれ、削れた錆がネジ山に詰まっていく。

ハ
ブ

ナナッットトワ
ッ
シ
ャ
ー

ワ
ッ
シ
ャ
ーナナッットト

ホ
イ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル

ボボルルトト

ここに錆が詰まる

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(４)ボルト、ナットの錆による緩み発生

③ネジ山に詰まった錆が締め付けの抵抗となり、規定トルクで締め付けても、本来必要な軸
力(締結力)が得られない状態となる。

ハ
ブ

ナナッットトワ
ッ
シ
ャ
ー

ワ
ッ
シ
ャ
ーナナッットト

ボボルルトト

本来必要な軸力

錆の抵抗で小さく
なった軸力
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24

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(４)ボルト、ナットの錆による緩み発生

④走行振動で緩む。最終的にナットが外れ、ホイールも外れる。

ハ
ブ

ナナッットトワ
ッ
シ
ャ
ー

ワ
ッ
シ
ャ
ーナナッットト

ボボルルトト

走走
行行
振振
動動

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(４)ボルト、ナットの錆による緩み発生

防防ぐぐたためめににはは →→ ボボルルトト、、ナナッットトがが錆錆びびてていいるる場場合合、、錆錆をを落落ととししててかからら締締めめ付付けけるる。。

ハ
ブ

ナナッットトワ
ッ
シ
ャ
ー

ワ
ッ
シ
ャ
ーナナッットト

ボボルルトト

ピピタタッッ
＜＜ポポイインントト＞＞
錆錆ののたためめネネジジ山山のの形形がが崩崩れれたたりり損損傷傷
ししてていいるる場場合合ななどど、、ボボルルトト・・ナナッットトのの状状
態態にによよっっててはは、、規規定定トトルルククでで締締めめ付付けけ
ててもも「「必必要要なな軸軸力力（（締締結結力力））」」がが得得らられれ
るるととはは限限ららなないい。。

ネネジジ山山ににエエンンジジンンオオイイルルななどど
のの指指定定油油脂脂をを薄薄くく塗塗布布すするる
こことともも忘忘れれずずにに。。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(５)ISO方式ナットワッシャーの固着による緩み発生

①ISO方式のナットワッシャーには、スムーズに回ることで締め付け時の回転抵抗を軽減す
る機能がある。

ハ
ブ

ホ
イ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル

ナナ
ッッ
トト

ワッシャーがホイールに当たった後、
ナットのみが回転することにより、
締め付け時の抵抗を軽減している。

この部分が回転

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(５)ISO方式ナットワッシャーの固着による緩み発生

②ナットｰワッシャー間が錆等によりスムーズに回らないと、締め付け時の回転抵抗が大き
くなるため、規定トルクで締め付けても、必要な軸力(締結力)を得られない。

ハ
ブ

ホ
イ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル

ナナ
ッッ
トト

ワッシャーとホイール間の摩擦が、
締め付け時の回転抵抗となる。

この部分が固着

固着

本来必要な軸力

抵抗で小さく
なった軸力

27

28

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(５)ISO方式ナットワッシャーの固着による緩み発生

③軸力(締結力)が小さく、また、走行振動がナットに直接伝わるため、ナットが緩みやすい。

ハ
ブ

ホ
イ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル

ナナ
ッッ
トト

走走
行行
振振
動動

ナットに直接振動が
伝わり、緩む。

この部分が固着

ガガタタガガタタ

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(５)ISO方式ナットワッシャーの固着による緩み発生

③緩みが進み、ナットが外れる。その後ホイールも外れる。

ハ
ブ

ホ
イ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル

走走
行行
振振
動動

ポポロロリリ

ナナ
ッッ
トト

＜＜ポポイインントト＞＞
ワワッッシシャャーーのの回回転転のの渋渋いいナナッットトはは再再使使用用ししなな
いい。。
締締めめ付付けけ時時ににナナッットトｰーワワッッシシャャーー間間のの回回転転部部
分分ににエエンンジジンンオオイイルルななどどのの指指定定油油脂脂をを薄薄くく
塗塗布布すするる。。

この部分に塗布する

ワッシャーのホイール側
当たり面には塗布しない

ボルトネジ山の清掃と
指定油脂の塗布も忘れずに

29

30
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(５)ISO方式ナットワッシャーの固着による緩み発生

①ISO方式のナットワッシャーには、スムーズに回ることで締め付け時の回転抵抗を軽減す
る機能がある。

ハ
ブ

ホ
イ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル

ナナ
ッッ
トト

ワッシャーがホイールに当たった後、
ナットのみが回転することにより、
締め付け時の抵抗を軽減している。

この部分が回転

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(５)ISO方式ナットワッシャーの固着による緩み発生

②ナットｰワッシャー間が錆等によりスムーズに回らないと、締め付け時の回転抵抗が大き
くなるため、規定トルクで締め付けても、必要な軸力(締結力)を得られない。

ハ
ブ

ホ
イ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル

ナナ
ッッ
トト

ワッシャーとホイール間の摩擦が、
締め付け時の回転抵抗となる。

この部分が固着

固着

本来必要な軸力

抵抗で小さく
なった軸力

27

28

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(５)ISO方式ナットワッシャーの固着による緩み発生

③軸力(締結力)が小さく、また、走行振動がナットに直接伝わるため、ナットが緩みやすい。

ハ
ブ

ホ
イ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル

ナナ
ッッ
トト

走走
行行
振振
動動

ナットに直接振動が
伝わり、緩む。

この部分が固着

ガガタタガガタタ

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(５)ISO方式ナットワッシャーの固着による緩み発生

③緩みが進み、ナットが外れる。その後ホイールも外れる。

ハ
ブ

ホ
イ
ー
ル

ホ
イ
ー
ル

走走
行行
振振
動動

ポポロロリリ

ナナ
ッッ
トト

＜＜ポポイインントト＞＞
ワワッッシシャャーーのの回回転転のの渋渋いいナナッットトはは再再使使用用ししなな
いい。。
締締めめ付付けけ時時ににナナッットトｰーワワッッシシャャーー間間のの回回転転部部
分分ににエエンンジジンンオオイイルルななどどのの指指定定油油脂脂をを薄薄くく
塗塗布布すするる。。

この部分に塗布する

ワッシャーのホイール側
当たり面には塗布しない

ボルトネジ山の清掃と
指定油脂の塗布も忘れずに
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム

(参考）ボルト、ナットが新品の場合と錆を落とさない場合の「軸力」の差

①新品のボルト、ナットを使用し、トルク600N･mで締め付けると、軸力は約200kNまで上がる。

「大型車の車輪脱落事故防止対策に係る調査検討WG」中間とりまとめにおける検証結果より

ハ
ブ

ホ
イ
ー
ル

ナナ
ッッ
トト

軸力200kN

軸力200kN

軸力＝ボルト、ナットの締め込みにより、
ホイールをハブに押しつける力

新品のボルト、ナット

新品の
ボルト、ナット

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム

(参考）ボルト、ナットが新品の場合と錆を落とさない場合の「軸力」の差

②錆を落とさないままのボルト、ナットを使用した場合、トルク600N･mで締め付けても、錆の
抵抗により軸力は約115kNまでしか上がらない。

「大型車の車輪脱落事故防止対策に係る調査検討WG」中間とりまとめにおける検証結果より

ハ
ブ

ホ
イ
ー
ル

軸力115kN

軸力115kN

錆による抵抗のため、同じトルクで締め
付けても約85kNもの軸力の差が出る。
→そそのの分分だだけけ緩緩みみややすすいい

ナナ
ッッ
トト

錆を落とさない状態

新品ボルト、ナットに置き換えると、約400N･mで
締め付けた時の軸力しか出ていない。
→そそのの分分だだけけ緩緩みみややすすいい 錆びた

ボルト、ナット

31

32

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(６)ボルトの伸び、ネジ山の傷みによる緩み発生

①正常なボルトとナットは、ネジ山がしっかりかみ合うことで必要な軸力(締結力)を維持し
ている。

ボボルルトト

ハ
ブ

ワ
ッ
シ
ャ
ー

ナナッットト

ホ
イ
ー
ル

必要な軸力

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(６)ボルトの伸び、ネジ山の傷みによる緩み発生

②ボルトが伸びたりネジ山が傷んだりしていると、ネジ山がしっかりかみ合わないため、軸
力(締結力)を維持できない。また、傷や損傷が抵抗になり必要な軸力が得られない。

ボボルルトト

ハ
ブ

ワ
ッ
シ
ャ
ー

ナナッットト

ホ
イ
ー
ル

低下した軸力

ネジ山同士の
接触面積が小さい

33

34
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム

(参考）ボルト、ナットが新品の場合と錆を落とさない場合の「軸力」の差

①新品のボルト、ナットを使用し、トルク600N･mで締め付けると、軸力は約200kNまで上がる。

「大型車の車輪脱落事故防止対策に係る調査検討WG」中間とりまとめにおける検証結果より

ハ
ブ

ホ
イ
ー
ル

ナナ
ッッ
トト

軸力200kN

軸力200kN

軸力＝ボルト、ナットの締め込みにより、
ホイールをハブに押しつける力

新品のボルト、ナット

新品の
ボルト、ナット

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム

(参考）ボルト、ナットが新品の場合と錆を落とさない場合の「軸力」の差

②錆を落とさないままのボルト、ナットを使用した場合、トルク600N･mで締め付けても、錆の
抵抗により軸力は約115kNまでしか上がらない。

「大型車の車輪脱落事故防止対策に係る調査検討WG」中間とりまとめにおける検証結果より

ハ
ブ

ホ
イ
ー
ル

軸力115kN

軸力115kN

錆による抵抗のため、同じトルクで締め
付けても約85kNもの軸力の差が出る。
→そそのの分分だだけけ緩緩みみややすすいい

ナナ
ッッ
トト

錆を落とさない状態

新品ボルト、ナットに置き換えると、約400N･mで
締め付けた時の軸力しか出ていない。
→そそのの分分だだけけ緩緩みみややすすいい 錆びた

ボルト、ナット

31

32

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(６)ボルトの伸び、ネジ山の傷みによる緩み発生

①正常なボルトとナットは、ネジ山がしっかりかみ合うことで必要な軸力(締結力)を維持し
ている。

ボボルルトト

ハ
ブ

ワ
ッ
シ
ャ
ー

ナナッットト

ホ
イ
ー
ル

必要な軸力

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(６)ボルトの伸び、ネジ山の傷みによる緩み発生

②ボルトが伸びたりネジ山が傷んだりしていると、ネジ山がしっかりかみ合わないため、軸
力(締結力)を維持できない。また、傷や損傷が抵抗になり必要な軸力が得られない。

ボボルルトト

ハ
ブ

ワ
ッ
シ
ャ
ー

ナナッットト

ホ
イ
ー
ル

低下した軸力

ネジ山同士の
接触面積が小さい
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(６)ボルトの伸び、ネジ山の傷みによる緩み発生

③走行振動により緩む。最終的にナットが外れ、ホイールも外れる。

ボボルルトト

ハ
ブ

ナナッットト

ワ
ッ
シ
ャ
ー

ホ
イ
ー
ル走走

行行
振振
動動

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(６)ボルトの伸び、ネジ山の傷みによる緩み発生
防防ぐぐたためめににはは →→ 規規定定トトルルククをを守守っっててボボルルトトのの伸伸びび、、ネネジジ山山のの傷傷みみをを防防ぐぐ。。

伸伸びびたたボボルルトト、、ネネジジ山山のの傷傷んんだだボボルルトトはは再再利利用用せせずず交交換換すするる。。

②全てのナットを仮締めしてからトルクレンチで締め込む。
→インパクトレンチでガチガチに締め付けてからトルクレンチを使って
も意味が無い。

→インパクトレンチを使用する場合は、エア圧力を下げた状態で仮締
めまでとし、最後にトルクレンチで締め込む。

→特に、ナットをボルト先端から一気に締め込むと、慣性によりナットの
回転に勢いが付き、想像以上に締め付けトルクが上がってしまう。

①トルクレンチを使い、規定トルクで締め付ける。
→「とにかく強く締めればいい」という感覚では、ボルトの傷みは急速
に進む（最悪の場合、ボルトが折れる）。

→「規定トルクの1～２割増し」でも、ボルトの傷みは進む。
→規定トルクを守り、増し締めや日常点検をしっかり行うことが、ボル
トの寿命を延ばす第一歩。

ボボルルトトのの伸伸びび、、ネネジジ山山のの傷傷みみをを防防ぐぐポポイインントト

35

36

７７．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(６)ボルトの伸び、ネジ山の傷みによる緩み発生

過大なトルクでの締め付けにより伸びたホイールボルト

資料提供：（有）うるし山タイヤ

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(７)ボルトの痩せによる緩み発生

①正常なボルトとナットは、ネジ山がしっかりかみ合うことで必要な軸力(締結力)を維持し
ている。
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必要な軸力
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(６)ボルトの伸び、ネジ山の傷みによる緩み発生

③走行振動により緩む。最終的にナットが外れ、ホイールも外れる。
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(７)ボルトの痩せによる緩み発生

②ボルトの錆がひどい場合、錆を落としても元のボルトよりも「痩せた」状態となる。

ボボルルトト

ハ
ブ

落とした錆の分だけ
ボルトが「痩せる」

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(７)ボルトの痩せによる緩み発生

③ボルトが痩せていると、ネジ山がしっかりかみ合わないため、軸力(締結力)を維持できな
い。

ボボルルトト

ハ
ブ

ワ
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ナナッットト

ホ
イ
ー
ル

ネジ山同士の
接触面積が小さい低下した軸力
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３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

(７)ボルトの痩せによる緩み発生

④走行振動により緩む。最終的にナットが外れ、ホイールも外れる。
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＜＜ポポイインントト＞＞
ボボルルトトのの錆錆ががひひどどいい場場合合、、錆錆をを落落ととししててもも元元
どどおおりりににはは戻戻ららなないい。。
錆錆ののひひどどいいボボルルトトはは再再使使用用せせずず交交換換すするる。。
薄薄いい錆錆のの積積みみ重重ねねででもも同同じじここととととななるる。。
ネネジジ山山ににエエンンジジンンオオイイルルななどどのの指指定定油油脂脂をを
塗塗るるこことともも忘忘れれずずにに。。

３３．．事事故故発発生生メメカカニニズズムム（（推推定定））

まとめ

ここまで紹介した他にもナットが緩む要因は存在し、それらが複合的
に発生することにより、車輪脱落事故の発生に至っていると考えられま
す。

よって、車輪脱落事故の防止については、以下の取組の全てを確実に
実行する必要があります。

・必要な知識を持った者が正しい手順によりタイヤ交換作業を行う
とともに、ホイール、ボルト、ナット及びハブの状況を確認し、
状況に応じ、それらの交換も含めた必要な措置を行う（特に錆び
ている場合に注意）。

・タイヤ交換作業後50～100km走行後に、トルクレンチを使用し、必
ず規定トルクでナットの増し締めを行う。

・一日一回運行前の日常点検で、ナットの緩みの有無を必ず確認す
るとともに、錆汁の痕跡といった予兆を見逃さず、必要な措置を
行う。
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す。

よって、車輪脱落事故の防止については、以下の取組の全てを確実に
実行する必要があります。
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状況に応じ、それらの交換も含めた必要な措置を行う（特に錆び
ている場合に注意）。

・タイヤ交換作業後50～100km走行後に、トルクレンチを使用し、必
ず規定トルクでナットの増し締めを行う。
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４４．．車車輪輪脱脱着着作作業業手手順順（（４４つつののポポイインントト））

◎車輪取付を正しく行い、日々の点
検を行うことにより車輪脱落事故
を防ぐことが可能です。

◎特に東北地方では、ホイール、ボ
ルト、ナット及びハブの錆に注意
してください。

◎車輪取付作業方法や点検方法の情
報は、東北運輸局特別ページに集
約したので再確認ください。

◎特に注意願いたいポイントを絞っ
たものを「車輪脱落を防ぐ４つの
ポイント」として周知しています。

脱落防止はまず点検・・・・・・・

ボルト・ナットの清掃及び給脂・・

規定トルクで確実な締め付け・・・

日常点検（運行前点検）での確認・・

お

ち

な

い

５５．．大大型型車車のの車車輪輪脱脱落落事事故故防防止止特特別別ペペーージジのの紹紹介介

◎今般、東北運輸局のホームページ上に、大型車の
車輪脱落事故防止に関する情報を集約した特別ペー
ジを開設しました。

◎本資料も掲載しているので、車輪脱落事故防止の
ため社内教育等の場面でのご活用をお願いします。

東北運輸局 特別ページ
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令令和和４４年年３３月月３３１１日日  

自自動動車車局局技技術術・・環環境境政政策策課課  

  

重重量量物物をを輸輸送送すするるトトレレーーララのの基基準準緩緩和和のの期期限限がが延延長長さされれまますす 
～～「「基基準準緩緩和和自自動動車車のの認認定定要要領領ににつついいてて（（依依命命通通達達））」」のの一一部部改改正正ににつついいてて～～ 

トラック運送事業における管理部門の負担軽減などを図るため、本年４月より、一定の

要件を満たす長大又は超重量物を輸送するセミトレーラの基準緩和認定の期限を延長する

とともに申請書面の簡素化を図ります。 

１１．．背背景景  

トラック運送事業にあっては、ドライバー不足、現場の要員確保が深刻な問題となっ

ており、事業者を取り巻く経営環境は非常に厳しくもあり、管理部門の負担※軽減を望

む声も高まるなど、働き方改革の推進など官民あげて課題解決に向けた取り組みが必要

となっています。 
このため、基準緩和自動車の重大事故の発生状況を踏まえ、申請者の負担軽減等を図

る観点から、「基準緩和自動車の認定要領について（依命通達）」の一部改正を行うほ

か、所要の改正を行います。 
※ 長大又は超重量貨物を輸送するトレーラの運行に当たっては事前に車両の寸法や重量にかかる道

路運送車両の保安基準の緩和認定が必要 
※ 認定を受けた者は、認定に付された基準緩和の「期限」、「条件」、当該自動車の運行に必要な安

全・環境上の「制限」を遵守する必要 
※ 期限満了日以降も当該車両を維持して運行する場合は、緩和の「継続認定」を受ける必要 

 

２２．．改改正正概概要要  

（（１１））提提出出書書面面のの一一部部改改正正  

各様式の集約化等、提出必要書面の見直しにより申請書面を簡素化。 

（（２２））継継続続緩緩和和ににおおけけるる緩緩和和のの期期限限のの一一部部改改正正 
 ① 安全運行体制や法令遵守体制が徹底されていると認められる安全性優良事業所

認定（Ｇマーク）を受けている事業所に使用の本拠の位置を有する自動車の継

続緩和申請について、緩和の期限を現行の４年から無期限に延長。 
※安全性優良事業所認定の返納や取り消しとなった場合には、遅滞なく新規緩和の申請が必要。 

   ② その他の継続緩和について、重大事故が減少していることから、緩和の期限を

現行の２年から４年に延長。 
 
 
 
 
 
 

 

３３．．そそのの他他所所要要のの改改正正  
  
４４．．施施行行日日  令和４年４月１日 

 

＜要件＞ 
Ｇマーク認定事業所が継続緩和を申請する自動車で、前回

の基準緩和認定日から継続緩和申請日までの間に重大事

故や基準緩和自動車の行政処分等がない場合。 

＜お問い合わせ先＞ 自動車局技術・環境政策課 宮下・江連 

電話：03-5253-8111（内線 42214） 

直通：03-5253-8590 FAX：03-5253-1639 

現行 改正

新　規：２年 新　規：　２年

初回の継続：３年

２回目以降：４年

新　規：２年 新　規：　２年

継　続：２年 継　続：　　４４年年

基準緩和の期限の改正

継　続：無無期期限限
要件を満足する自動車

その他の自動車

9,重量物を輸送するトレーラの基準緩和の期限が延長されます
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令 和 ４年 ３月 ３０日 
自 動 車 局 整 備 課 

 
車車検検時時のの安安全全性性等等にに係係るる確確認認項項目目をを見見直直ししまますす  

～自動車の高度化に伴う安全確保策のあり方「中間とりまとめ」の公表～ 

 

近年、セルフチェック（ＯＢＤ※）機能が搭載された自動車が普及してきたこと

等を踏まえ、国土交通省では昨年８月より、「自動車の高度化に伴う安全確保策の

あり方検討会」を設置し、車検時の確認方法について見直しを検討してきたとこ

ろ、今般、本検討会の中間とりまとめを策定しました。 

※ＯＢＤ：On-Board Diagnosis（車載式故障診断） 

 

自家用乗用車の車検時の確認項目７８項目のうち、駐車ブレーキ、タイヤ等に

関する５項目については、ＯＢＤ機能を活用した確認方法等によることも可能と

します。また、点火装置については、機械制御式から電子制御式に変化してきた

ことから、当該装置に係る２項目について、点検項目から削除することとします。 

 

表 自家用乗用車の車検時の確認項目７８項目の見直し結果 

①①ＯＯＢＢＤＤ機機能能をを活活用用ししたた確確認認方方法法のの導導入入等等  ５５項項目目  

 駐車ブレーキ機構 引きしろ 

トランスミッション※1・トランスファ※2 オイル漏れ、オイル量 

燃料蒸発ガス排出抑制装置 チャコール・キャニスタ※3の詰まりと損傷 

チェック・バルブ※4の機能 

タイヤ 空気圧 

➁➁削削除除すするる項項目目  ２２項項目目  

 点火装置 点火時期 

ディストリビュータ※5のキャップの状態 
※1トランスミッションとは、走行状態に応じてギヤ比を切り替える変速装置 
※2トランスファとは、四輪駆動において、エンジンの動力を前輪と後輪に分配する装置 
※3チャコール・キャニスタとは、燃料タンク等から放出される燃料蒸発ガスを一時的に貯蔵する装置 
※4チェック・バルブとは、燃料蒸発ガスのチャコール・キャニスタからの逆流を防止する装置 
※5ディストリビュータとは、高電圧の電気を点火プラグに配電する装置 

 

今後、自動車点検基準（省令）、自動車の点検及び整備に関する手引（告示）を

改正します。 

なお、今年度の検討会において結論に至らなかった項目については、次年度（令

和４年度）も引き続き検討を進めることとします。 

 

 

自家用乗用車の車検時の確認項目７８項目について、車両へのセルフチェック

（ＯＢＤ）機能の搭載が進んでいること等を踏まえ、駐車ブレーキ等の５項目にＯ

ＢＤ機能を活用した方法等を導入し、また、点火装置に係る２項目はその装置の構

造が変化してきたことから削除することとしました。 

 

10,車検時の安全性等に係る確認項目を見直します
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【添付資料】 

・自動車の高度化に伴う安全確保策のあり方について【中間とりまとめ】概要 

・自動車の高度化に伴う安全確保策のあり方について【中間とりまとめ】 

 

※中間とりまとめは、以下の国土交通省ホームページにも掲載しています。 

  https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk8_000014.html 

【問い合わせ先】代表：03-5253-8111 
自動車局整備課   森本・明石（内線 42402、42426） 

81



令和 年 月 日

独立行政法人自動車技術総合機構

審審査査事事務務規規程程のの一一部部改改正正ににつついいてて（（第第 次次改改正正））

１１．．改改正正概概要要

（（１１））自自動動車車のの検検査査等等関関係係

① 道路運送車両の保安基準（昭和 年運輸省令第 号）及び道路運送車両の保安基

準の細目を定める告示（平成 年国土交通省告示第 号）等の一部改正に伴う改正

○ 乗用車等の座席の衝突等により衝撃を受けた場合における、乗車人員の保護性能に係

る基準について、ダミーを搭載した動的試験の導入及び静的試験の要件を強化します。

［ ］

○ 電力により作動する原動機を有する自動車（二輪自動車等を除く）の、感電防止装置

に係る基準について、冠水走行等の水に対する絶縁保護要件等を追加、前面及び側面衝

突試験時の要件を強化します。［ ］

② 審査継続となる場合の明確化について

○ 審査継続となる場合の取扱いの範囲について明確化します。［ ］

③ 検査について

○ 検査に係る対象車等である旨の通知方法について規定します。［ ］

④ その他、審査方法の明確化、書きぶりの適正化等の所要の改正を行います。

（（２２））自自動動車車のの型型式式のの指指定定等等関関係係

今回は該当なし

２２．．関関係係すするる省省令令等等

・道路運送車両の保安基準等の一部を改正する省令（令和 年 月 日国土交通省令第

号）

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（令和 年 月

日国土交通省告示第 号）

３３．．施施行行日日

令和 年 月 日

令和 年 月 日

独立行政法人自動車技術総合機構

審審査査事事務務規規程程のの一一部部改改正正ににつついいてて（（第第 次次改改正正））

ⅠⅠ．．改改正正概概要要

１１ 自自動動車車のの検検査査等等関関係係

（１） 道路運送車両の保安基準の細目を定める告示（平成 年国土交通省告示第 号。

以下「細目告示」という。）等の一部改正に伴う改正

○ 燃料タンクの注入口等から排気管開口部までの距離の基準を削除します。［ 、 ］

２２ 自自動動車車のの型型式式のの指指定定等等関関係係

（１） 細目告示等の一部改正に伴う改正

○ 試験規程（ ）の新規追加及び一部改正を行います。［別添 ］

① 細目告示に新たに採択された協定規則に対応した の新規追加（ 項目）

ア 事故情報計測・記録装置試験（協定規則第 号）

② 細目告示に既に採用されている協定規則の改訂に伴う一部改正（ 項目）

ア タイヤ空気圧監視装置試験（協定規則第 号）

イ 自動車に取り付けられる空気入ゴムタイヤ試験（協定規則第

号）

ウ かじ取装置試験（協定規則第 号）

エ 乗用車等の衝突被害軽減制動制御装置試験（協定規則第

号）

オ 高電圧からの乗員保護試験（協定規則第 号） 車両

カ
高電圧からの乗員保護試験（協定規則第 号（単品））

キ 座席ベルト試験（協定規則第 号（リマインダ））

ク 二輪自動車の騒音試験（協定規則第 号）

ケ 自動車線維持システム試験（協定規則第 号）

ⅡⅡ．．関関係係すするる省省令令等等

・道路運送車両の保安基準等の一部を改正する省令（令和 年 月 日国土交通省令第

号）［２ （１）①ア］

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（令和 年 月

日国土交通省告示第 号）［１．（１）、２．（１）②ア～カ、ク、ケ］

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（令和 年 月

日国土交通省告示第 号）［２．（１）②キ］

ⅢⅢ．．施施行行日日

令和 年 月 日

11,審査事務規程の一部改正について（第39～44次改正）

82



令和 年 月 日

独立行政法人自動車技術総合機構

審審査査事事務務規規程程のの一一部部改改正正ににつついいてて（（第第 次次改改正正））

１１．．改改正正概概要要

（（１１））自自動動車車のの検検査査等等関関係係

① 道路運送車両の保安基準（昭和 年運輸省令第 号）及び道路運送車両の保安基

準の細目を定める告示（平成 年国土交通省告示第 号）等の一部改正に伴う改正

○ 乗用車等の座席の衝突等により衝撃を受けた場合における、乗車人員の保護性能に係

る基準について、ダミーを搭載した動的試験の導入及び静的試験の要件を強化します。

［ ］

○ 電力により作動する原動機を有する自動車（二輪自動車等を除く）の、感電防止装置

に係る基準について、冠水走行等の水に対する絶縁保護要件等を追加、前面及び側面衝

突試験時の要件を強化します。［ ］

② 審査継続となる場合の明確化について

○ 審査継続となる場合の取扱いの範囲について明確化します。［ ］

③ 検査について

○ 検査に係る対象車等である旨の通知方法について規定します。［ ］

④ その他、審査方法の明確化、書きぶりの適正化等の所要の改正を行います。

（（２２））自自動動車車のの型型式式のの指指定定等等関関係係

今回は該当なし

２２．．関関係係すするる省省令令等等

・道路運送車両の保安基準等の一部を改正する省令（令和 年 月 日国土交通省令第

号）

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（令和 年 月

日国土交通省告示第 号）

３３．．施施行行日日

令和 年 月 日

令和 年 月 日

独立行政法人自動車技術総合機構

審審査査事事務務規規程程のの一一部部改改正正ににつついいてて（（第第 次次改改正正））

ⅠⅠ．．改改正正概概要要

１１ 自自動動車車のの検検査査等等関関係係

（１） 道路運送車両の保安基準の細目を定める告示（平成 年国土交通省告示第 号。

以下「細目告示」という。）等の一部改正に伴う改正

○ 燃料タンクの注入口等から排気管開口部までの距離の基準を削除します。［ 、 ］

２２ 自自動動車車のの型型式式のの指指定定等等関関係係

（１） 細目告示等の一部改正に伴う改正

○ 試験規程（ ）の新規追加及び一部改正を行います。［別添 ］

① 細目告示に新たに採択された協定規則に対応した の新規追加（ 項目）

ア 事故情報計測・記録装置試験（協定規則第 号）

② 細目告示に既に採用されている協定規則の改訂に伴う一部改正（ 項目）

ア タイヤ空気圧監視装置試験（協定規則第 号）

イ 自動車に取り付けられる空気入ゴムタイヤ試験（協定規則第

号）

ウ かじ取装置試験（協定規則第 号）

エ 乗用車等の衝突被害軽減制動制御装置試験（協定規則第

号）

オ 高電圧からの乗員保護試験（協定規則第 号） 車両

カ
高電圧からの乗員保護試験（協定規則第 号（単品））

キ 座席ベルト試験（協定規則第 号（リマインダ））

ク 二輪自動車の騒音試験（協定規則第 号）

ケ 自動車線維持システム試験（協定規則第 号）

ⅡⅡ．．関関係係すするる省省令令等等

・道路運送車両の保安基準等の一部を改正する省令（令和 年 月 日国土交通省令第

号）［２ （１）①ア］

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（令和 年 月

日国土交通省告示第 号）［１．（１）、２．（１）②ア～カ、ク、ケ］

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（令和 年 月

日国土交通省告示第 号）［２．（１）②キ］

ⅢⅢ．．施施行行日日

令和 年 月 日
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令 和 4 年 1 月 7 日 

交通安全環境研究所 

自 動 車 認 証 審 査 部 

審審査査事事務務規規程程（（交交通通研研部部分分））のの一一部部改改正正ににつついいてて  

１１．．改改正正概概要要  

◆ 道路運送車両の保安基準の細目を定める告示（平成 14 年国土交通省告示第 619 号）等の

一部改正に伴い、「審査事務規程」（平成 28 年 4 月 1 日 規程第 2 号）等について一部改正

を行う。 

 

1.「審査事務規程」（平成 28 年 4 月 1 日 規程第 2 号） 別添 1（試験規程（TRIAS））の新

規追加及び一部改正を行う。 

 

 (1)細目告示に新たに採択された協定規則に対応した TRIAS の新規追加（6項目） 

①TRIAS 08-J042R154-01 

②TRIAS 31-J042R154-01 

③TRIAS 31-J048R154-01 

④TRIAS 31-J049R154-01 

燃料消費率試験（協定規則第 154 号） 

軽・中量車排出ガス試験（協定規則第 154 号） 

車載式故障診断装置試験（協定規則第 154 号） 

燃料蒸発ガス試験（協定規則第 154 号） 

⑤TRIAS 08-J041(1)-01 

⑥TRIAS 08-J041(2)-01 

重量車燃料消費率試験（JH25 モード） 

電気式ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ重量車燃料消費率試験（JH25 モード） 

 

 (2)細目告示に既に採用されている協定規則の改訂に伴う一部改正（4項目） 

①TRIAS 11-R079-04 かじ取装置試験（協定規則第 79 号） 

②TRIAS 12-R013H-02 乗用車の制動装置試験（協定規則第 13H 号） 

③TRIAS 44-R046(1)-01 後写鏡等試験（協定規則第 46 号） 

④TRIAS 48-R157-01 自動車線維持システム試験（協定規則第 157 号） 

 

 (3)付表等について誤記修正および項目の追加（24 項目） 

①TRIAS 32-J052R048-04 灯火器及び反射器並びに指示装置の取付装置試験 

②TRIAS 32-R053-01 

 

二輪自動車等の灯火器及び反射器並びに指示装置の

取付装置試験（協定規則第 53 号） 

③TRIAS 33(3)-R148-01 

 

信号灯火試験（協定規則第 148 号（低速走行時側方

照射灯）） 

④TRIAS 34-R148-01 信号灯火試験（協定規則第 148 号（車幅灯）） 

⑤TRIAS 34(2)-R148-01 信号灯火試験（協定規則第 148 号（前部上側端灯）） 

⑥TRIAS 34(3)-R148-01 信号灯火試験（協定規則第 148 号（昼間走行灯）） 

⑦TRIAS 35(2)-R148-01 信号灯火試験（協定規則第 148 号（側方灯）） 

⑧TRIAS 36-R148-01 信号灯火試験（協定規則第 148 号（番号灯）） 

⑨TRIAS 37-R148-01 信号灯火試験（協定規則第 148 号（尾灯）） 

⑩TRIAS 37(2)-R148-01 信号灯火試験（協定規則第 148 号（後部霧灯）） 

⑪TRIAS 37(3)-R148-01 信号灯火試験（協定規則第 148 号（駐車灯）） 

⑫TRIAS 37(4)-R148-01 信号灯火試験（協定規則第 148 号（後部上側端灯）） 

 

 

令和 4年 1月 31 日 

独立行政法人自動車技術総合機構 

 

審審査査事事務務規規程程のの一一部部改改正正ににつついいてて（（第第 4422 次次改改正正））  

１１．．改改正正概概要要  

（（１１））自自動動車車のの検検査査等等関関係係  

① 道路運送車両の保安基準（昭和 26 年運輸省令第 67 号）及び道路運送車両の保安基準の細

目を定める告示（平成 14 年国土交通省告示第 619 号）等の一部改正に伴う改正 

○ 自動車には後退時車両直後確認装置を備えなければならないものとして、対象とする自動車

及び審査方法を規定します。［6-108、7-108、8-108］ 

○ 圧縮水素ガスを燃料とする自動車には、協定規則に適合するラベルを車体の指定された箇所

に貼付しなければならないものとして、対象とする自動車及び審査方法を規定します。［7-25、

8-25］ 

○ 自動車のかじ取装置には、運転者の異常時に自動で停止することができる装置を備えること

ができることとします。［6-13、7-13］ 

② 受検車両と書面の同一性確認の明確化について 

○ ラベルにより標示された原動機（電動機に限る。）の型式の確認方法及び取扱いを明確化し

ます。［4-9］ 

③ 新規検査等提出書面審査要領について［別添 2］ 

○ 小型特殊自動車の構造装置を変更し、大型特殊自動車として新規検査等を受けるものについ

て、事前提出書面審査の対象とします。 

④ 並行輸入自動車審査要領について［別添 3］ 

○ 届出様式に後退時車両直後確認装置に係る項目を追加します。 

⑤ 改造自動車審査要領について［別添 4］ 

○ 届出様式の記載事項について明確化します。 

⑥ その他、審査方法の明確化、書きぶりの適正化等の所要の改正を行います。 

（（２２））自自動動車車のの型型式式のの指指定定等等関関係係  

今回は該当なし 

２２．．関関係係すするる省省令令等等  

・道路運送車両の保安基準等の一部を改正する省令（令和 3年 6月 9日国土交通省令第 40号） 

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（令和 3年 6月 9日国

土交通省告示第 521 号、令和 3年 9月 30 日国土交通省告示第 1294 号、令和 4年 1月 7日国

土交通省告示第 10 号） 

３３．．施施行行日日  

令和 4年 1月 31 日 

（ただし、1.（1）③、④及び⑤については令和 4年 3月 31 日まで従前規定とする経過措置を規定） 
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令和 4年 1月 31 日 

独立行政法人自動車技術総合機構 

 

審審査査事事務務規規程程のの一一部部改改正正ににつついいてて（（第第 4422 次次改改正正））  

１１．．改改正正概概要要  

（（１１））自自動動車車のの検検査査等等関関係係  

① 道路運送車両の保安基準（昭和 26 年運輸省令第 67 号）及び道路運送車両の保安基準の細

目を定める告示（平成 14 年国土交通省告示第 619 号）等の一部改正に伴う改正 

○ 自動車には後退時車両直後確認装置を備えなければならないものとして、対象とする自動車

及び審査方法を規定します。［6-108、7-108、8-108］ 

○ 圧縮水素ガスを燃料とする自動車には、協定規則に適合するラベルを車体の指定された箇所

に貼付しなければならないものとして、対象とする自動車及び審査方法を規定します。［7-25、

8-25］ 

○ 自動車のかじ取装置には、運転者の異常時に自動で停止することができる装置を備えること

ができることとします。［6-13、7-13］ 

② 受検車両と書面の同一性確認の明確化について 

○ ラベルにより標示された原動機（電動機に限る。）の型式の確認方法及び取扱いを明確化し

ます。［4-9］ 

③ 新規検査等提出書面審査要領について［別添 2］ 

○ 小型特殊自動車の構造装置を変更し、大型特殊自動車として新規検査等を受けるものについ

て、事前提出書面審査の対象とします。 

④ 並行輸入自動車審査要領について［別添 3］ 

○ 届出様式に後退時車両直後確認装置に係る項目を追加します。 

⑤ 改造自動車審査要領について［別添 4］ 

○ 届出様式の記載事項について明確化します。 

⑥ その他、審査方法の明確化、書きぶりの適正化等の所要の改正を行います。 

（（２２））自自動動車車のの型型式式のの指指定定等等関関係係  

今回は該当なし 

２２．．関関係係すするる省省令令等等  

・道路運送車両の保安基準等の一部を改正する省令（令和 3年 6月 9日国土交通省令第 40号） 

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（令和 3年 6月 9日国

土交通省告示第 521 号、令和 3年 9月 30 日国土交通省告示第 1294 号、令和 4年 1月 7日国

土交通省告示第 10 号） 

３３．．施施行行日日  

令和 4年 1月 31 日 

（ただし、1.（1）③、④及び⑤については令和 4年 3月 31 日まで従前規定とする経過措置を規定） 
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令和 4年 3月 29 日 

独立行政法人自動車技術総合機構 

 

審審査査事事務務規規程程のの一一部部改改正正ににつついいてて（（第第 4433 次次改改正正））  

  

１１．．改改正正概概要要  

（（１１））自自動動車車のの検検査査等等関関係係  

① 道路運送車両の保安基準（昭和 26 年運輸省令第 67 号）及び道路運送車両の保安基

準の細目を定める告示（平成 14 年国土交通省告示第 619 号）等の一部改正に伴う改正 

○ 自動車には、事故時に車両に関する情報（車速、加速度、シートベルト着用有無等）

を記録する事故情報計測・記録装置（EDR: Event Data Recorder）を備えなければなら

ないものとして、対象とする自動車及び審査方法を規定します。［6-110 の 2、7-110 の

2、8-110 の 2］ 

○ タイヤ空気圧監視装置を備えた場合の技術的な要件の適用対象が追加されたことに伴

い、対象とする自動車及び審査方法を規定します。［6-11、7-11］ 

○ タイヤの取付けに関し技術的な要件の適用対象が追加されたことに伴い、対象とする

自動車及び審査方法を規定します。［6-11］ 

② 新規検査等提出書面審査要領について［別添 2］ 

○ 後退時車両直後確認装置に係る提出書面等を規定します。 

③ その他、審査方法の明確化、書きぶりの適正化等の所要の改正を行います。 

（（２２））自自動動車車のの型型式式のの指指定定等等関関係係  

今回は該当なし 

 

２２．．関関係係すするる省省令令等等  

・道路運送車両の保安基準等の一部を改正する省令（令和 3年 9月 30 日国土交通省令第

59 号） 

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（令和 3 年 9 月

30 日国土交通省告示第 1294 号、令和 4年 1月 7日国土交通省告示第 10号） 

 

３３．．施施行行日日  

令和 4年 3月 29 日 

 

 

 

令和 4 年 6 月 22 日 

交通安全環境研究所 

自動車認証審査部 

審審査査事事務務規規程程（（交交通通研研部部分分））のの一一部部改改正正ににつついいてて  

１１．．改改正正概概要要  

◆ 道路運送車両の保安基準の細目を定める告示（平成 14 年国土交通省告示第 619 号）等の

一部改正に伴い、「審査事務規程」（平成 28 年 4 月 1 日 規程第 2 号）等について一部改正

を行う。 

 

  1.「審査事務規程」（平成 28 年 4 月 1 日 規程第 2 号）第 2章の「自動車の型式の指定等  

    に係る審査の実施方法」2-5-6 審査の処理期間の規定を削除する。 

 

2.「審査事務規程」（平成 28 年 4 月 1 日 規程第 2号） 別添 1（試験規程（TRIAS））の新

規追加及び一部改正を行う。 

 

 (1)細目告示に新たに採用された協定規則に対応した TRIAS の新規追加（1項目） 

①TRIAS 18 ｰ R66 ｰ 01 車両転覆時の乗員保護試験（協定規則第 66 号） 

 

 (2)細目告示に既に採用されている協定規則の改訂に伴う一部改正（17 項目） 

①TRIAS 11-R079-04 かじ取装置試験（協定規則第 79 号） 

②TRIAS 17(2)-R094-03 

 

オフセット前面衝突後の高電圧からの乗員保護試 

験（協定規則第 94 号） 

③TRIAS 17(2)-R095-03 

 

側面衝突後の高電圧からの乗員保護試験（協定規則 

第 95 号） 

④TRIAS 17(2)-R137-02 

 

前面衝突後の高電圧からの乗員保護試験（協定規則 

第 137 号） 

⑤TRIAS 18(2)-R058(2)-04 突入防止装置試験（協定規則第 58 号(車両)） 

⑥TRIAS 21-R125-01 直接前方視界試験（協定規則第 125 号） 

⑦TRIAS 22(4)-R025-01 頭部後傾抑止装置試験（協定規則第 25 号） 

⑧TRIAS 32-J052R048-04 灯火器及び反射器並びに指示装置の取付装置試験 

⑨TRIAS 35-R150-01 再帰反射試験（協定規則第 150 号（前部反射器）） 

⑩TRIAS 35(2)-R150-01 再帰反射試験（協定規則第 150 号（側方反射器）） 

⑪TRIAS 38-R150-01 再帰反射試験（協定規則第 150 号（後部反射器）） 

⑫TRIAS 38(2)-R150-01 再帰反射試験（協定規則第 150 号（大型後部反射器）） 

⑬TRIAS 43(4)-R150-01 再帰反射試験（協定規則第 150 号（停止表示器材）） 

⑭TRIAS 43(9)-R151-01 側方衝突警報装置試験（協定規則第 151 号） 

⑮TRIAS 44(2)-R158-01 後退時車両直後確認装置試験（協定規則第 158 号） 

⑯TRIAS 46(2)-R160-01 事故情報計測・記録装置試験（協定規則第 160 号） 

⑰TRIAS 48-R157-01 自動車線維持システム試験（協定規則第 157 号） 
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令和 4年 3月 29 日 

独立行政法人自動車技術総合機構 

 

審審査査事事務務規規程程のの一一部部改改正正ににつついいてて（（第第 4433 次次改改正正））  

  

１１．．改改正正概概要要  

（（１１））自自動動車車のの検検査査等等関関係係  

① 道路運送車両の保安基準（昭和 26 年運輸省令第 67 号）及び道路運送車両の保安基

準の細目を定める告示（平成 14 年国土交通省告示第 619 号）等の一部改正に伴う改正 

○ 自動車には、事故時に車両に関する情報（車速、加速度、シートベルト着用有無等）

を記録する事故情報計測・記録装置（EDR: Event Data Recorder）を備えなければなら

ないものとして、対象とする自動車及び審査方法を規定します。［6-110 の 2、7-110 の

2、8-110 の 2］ 

○ タイヤ空気圧監視装置を備えた場合の技術的な要件の適用対象が追加されたことに伴

い、対象とする自動車及び審査方法を規定します。［6-11、7-11］ 

○ タイヤの取付けに関し技術的な要件の適用対象が追加されたことに伴い、対象とする

自動車及び審査方法を規定します。［6-11］ 

② 新規検査等提出書面審査要領について［別添 2］ 

○ 後退時車両直後確認装置に係る提出書面等を規定します。 

③ その他、審査方法の明確化、書きぶりの適正化等の所要の改正を行います。 

（（２２））自自動動車車のの型型式式のの指指定定等等関関係係  

今回は該当なし 

 

２２．．関関係係すするる省省令令等等  

・道路運送車両の保安基準等の一部を改正する省令（令和 3年 9月 30 日国土交通省令第

59 号） 

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（令和 3 年 9 月

30 日国土交通省告示第 1294 号、令和 4年 1月 7日国土交通省告示第 10号） 

 

３３．．施施行行日日  

令和 4年 3月 29 日 

 

 

 

令和 4 年 6 月 22 日 

交通安全環境研究所 

自動車認証審査部 

審審査査事事務務規規程程（（交交通通研研部部分分））のの一一部部改改正正ににつついいてて  

１１．．改改正正概概要要  

◆ 道路運送車両の保安基準の細目を定める告示（平成 14 年国土交通省告示第 619 号）等の

一部改正に伴い、「審査事務規程」（平成 28 年 4 月 1 日 規程第 2 号）等について一部改正

を行う。 

 

  1.「審査事務規程」（平成 28 年 4 月 1 日 規程第 2 号）第 2章の「自動車の型式の指定等  

    に係る審査の実施方法」2-5-6 審査の処理期間の規定を削除する。 

 

2.「審査事務規程」（平成 28 年 4 月 1 日 規程第 2号） 別添 1（試験規程（TRIAS））の新

規追加及び一部改正を行う。 

 

 (1)細目告示に新たに採用された協定規則に対応した TRIAS の新規追加（1項目） 

①TRIAS 18 ｰ R66 ｰ 01 車両転覆時の乗員保護試験（協定規則第 66 号） 

 

 (2)細目告示に既に採用されている協定規則の改訂に伴う一部改正（17 項目） 

①TRIAS 11-R079-04 かじ取装置試験（協定規則第 79 号） 

②TRIAS 17(2)-R094-03 

 

オフセット前面衝突後の高電圧からの乗員保護試 

験（協定規則第 94 号） 

③TRIAS 17(2)-R095-03 

 

側面衝突後の高電圧からの乗員保護試験（協定規則 

第 95 号） 

④TRIAS 17(2)-R137-02 

 

前面衝突後の高電圧からの乗員保護試験（協定規則 

第 137 号） 

⑤TRIAS 18(2)-R058(2)-04 突入防止装置試験（協定規則第 58 号(車両)） 

⑥TRIAS 21-R125-01 直接前方視界試験（協定規則第 125 号） 

⑦TRIAS 22(4)-R025-01 頭部後傾抑止装置試験（協定規則第 25 号） 

⑧TRIAS 32-J052R048-04 灯火器及び反射器並びに指示装置の取付装置試験 

⑨TRIAS 35-R150-01 再帰反射試験（協定規則第 150 号（前部反射器）） 

⑩TRIAS 35(2)-R150-01 再帰反射試験（協定規則第 150 号（側方反射器）） 

⑪TRIAS 38-R150-01 再帰反射試験（協定規則第 150 号（後部反射器）） 

⑫TRIAS 38(2)-R150-01 再帰反射試験（協定規則第 150 号（大型後部反射器）） 

⑬TRIAS 43(4)-R150-01 再帰反射試験（協定規則第 150 号（停止表示器材）） 

⑭TRIAS 43(9)-R151-01 側方衝突警報装置試験（協定規則第 151 号） 

⑮TRIAS 44(2)-R158-01 後退時車両直後確認装置試験（協定規則第 158 号） 

⑯TRIAS 46(2)-R160-01 事故情報計測・記録装置試験（協定規則第 160 号） 

⑰TRIAS 48-R157-01 自動車線維持システム試験（協定規則第 157 号） 
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 (3)付表等について誤記修正および項目の追加（7項目） 

①TRIAS 09-R141-02 タイヤ空気圧監視装置試験（協定規則第 141 号） 

②TRIAS 10-R121-02 操作装置及び表示装置試験（協定規則第 121 号） 

③TRIAS 12-R140-01 横滑り防止装置試験（協定規則第 140 号） 

④TRIAS 18-R094-05 オフセット衝突時の乗員保護試験（協定規則第94号） 

⑤TRIAS 31-J049R154-01 燃料蒸発ガス試験（協定規則第 154 号） 

⑥TRIAS 31-J119-01 路上走行時のディーゼル軽・中量車排出ガス試験 

⑦TRIAS 44-J081-02 直前直左確認鏡試験 

 

  3.その他、項ずれによる修正等所要の改正を行う。 

 

  4．「認証審査手数料収納等取扱要領」の改正を行う。 

 

２２．．関関連連すするる法法令令等等  

・「自動車の特定改造等の許可実施要領について（依命通達）」の一部改正について（依命 

通達））（令和４年４月２５日国自審第 90 号）1．1．関係 

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（令和４年６月２  

２日国土交通省告示第７１３号）1．2．(2)①、⑤、⑥、⑧～⑰関係 

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（令和４年１月 

７日国土交通省告示第１０号）1．2．(2)⑦関係 

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（令和３年６月 

９日国土交通省告示第５２１号）1．2．(2)②～④関係 

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（平成２８年８月 

３１日国土交通省告示第９６６号）1．2．(1)①関係 

 

３３．．施施行行日日  

  令和 4年 6月 22 日 
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 (3)付表等について誤記修正および項目の追加（7項目） 

①TRIAS 09-R141-02 タイヤ空気圧監視装置試験（協定規則第 141 号） 

②TRIAS 10-R121-02 操作装置及び表示装置試験（協定規則第 121 号） 

③TRIAS 12-R140-01 横滑り防止装置試験（協定規則第 140 号） 

④TRIAS 18-R094-05 オフセット衝突時の乗員保護試験（協定規則第94号） 

⑤TRIAS 31-J049R154-01 燃料蒸発ガス試験（協定規則第 154 号） 

⑥TRIAS 31-J119-01 路上走行時のディーゼル軽・中量車排出ガス試験 

⑦TRIAS 44-J081-02 直前直左確認鏡試験 

 

  3.その他、項ずれによる修正等所要の改正を行う。 

 

  4．「認証審査手数料収納等取扱要領」の改正を行う。 

 

２２．．関関連連すするる法法令令等等  

・「自動車の特定改造等の許可実施要領について（依命通達）」の一部改正について（依命 

通達））（令和４年４月２５日国自審第 90 号）1．1．関係 

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（令和４年６月２  

２日国土交通省告示第７１３号）1．2．(2)①、⑤、⑥、⑧～⑰関係 

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（令和４年１月 

７日国土交通省告示第１０号）1．2．(2)⑦関係 

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（令和３年６月 

９日国土交通省告示第５２１号）1．2．(2)②～④関係 

・道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一部を改正する告示（平成２８年８月 

３１日国土交通省告示第９６６号）1．2．(1)①関係 

 

３３．．施施行行日日  

  令和 4年 6月 22 日 

12,並行輸入自動車にかかる届出書面が変更になります
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13,令和５年４月１日から「四輪以上の並行輸入自動車」の騒音規制が変わります

91



Copyright© National Agency for Automobile and Land Transport Technology

Copyright© National Agency for Automobile and Land Transport Technology

4.3%
15.4%

41.1%
45.4%

66.2%
77.8%

5.3% 8.8% 10.4% 17.4%

38.7%

47.5%

OBD

14,ＯＢＤ検査の導入に向けた事前準備について
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15,令和４年５月より車検が通らない対象車の適用が拡大されます（タカタ製エアバッグリコール）
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http://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk6_000028.html

  

 

 

 
 
 

                

     

             

 

        

 

  

 

      

 

16,窓口からのＯＣＲ記入時のお願い
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17,重量税照会サービスについて

101



102



インターネットバンキングを利用した納付が可能になります！
※一括利用者システムを利用したOSS申請（一括申請）を行った場合は、国庫金に加えて地方税もダイレクト納付が利用可能になります。

申請者 電子データの
やりとり

軽自動車検査協会

市区町村

電子申請・申告・納付
・検査手数料等
・自動車重量税
・軽自動車税環境性能割

ワンストップ化
軽自動車ワンストップサービス

軽

「軽」を
買ったら、

1 手続のために、行政機関等の窓口に出向く必要がありません。
※ ただし、軽自動車検査協会の窓口での「車検証等」の受取りは必要です。

2 申請・申告・納付の各種手続を、順番どおりに一連の流れで
行えます。

メリット

国土交通省・総務省・軽自動車検査協会・地方税共同機構 詳しくはこちら 
https://www.lta.go.jp/jidousya/

令和５年１月から

「新車購入時の軽自動車保有関係手続」が対象に!
軽自動車ＯＳＳは「パソコンからインターネット」で「24時間365日」いつでも、
検査の申請、各種手数料や国税の納付、地方税の申告納付ができるサービスです。
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● 令和5年1月から軽自動車ＯＳＳの対象になるのは「新車購入時」の手続のみです。
検査申請、検査手数料・技術情報管理手数料・自動車重量税の納付、軽自動車税環境
性能割の申告納付が可能です。 
※軽自動車税種別割の申告もＯＳＳの対象ですが、月割課税がないため納付の必要はありません。

● 二輪・原付・小型特殊は、ＯＳＳ申請の対象外です。

よくあるお問い合わせ

A1 OSS申請の利用には、パソコン、電子証明書（マイナンバーカード等）、
ICカードリーダ等の準備が必要です。

Q1　OSS申請のために準備しておくものはありますか？

A3 車検証及びナンバー（車両番号標）については、OSS申請の審査終了後に、
申請先の軽自動車検査協会の窓口及び同協会構内にある番号標交付団体
窓口で受け取ってください。

Q3　車検証やナンバーはどうやって受け取ればいいのですか？

軽自動車OSSは、スマートフォン・タブレットからの申請はできません。A2
Q2　スマートフォン・タブレットからの申請は可能ですか？

ご注意ください
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国土交通省・総務省・軽自動車検査協会・地方税共同機構 詳しくはこちら 
https://www.lta.go.jp/jidousya/

納税証明書の提示が原則不要に！

紛失しても…

軽自動車検査協会

市区町村

納税証明書

申請書類

提示
不要！

継続検査申請（OSS／OCR）

納税証明書の再交付申請 不要！

申請者

照会 回答

登録

申請書
自賠責保険等

軽 で変わる!

軽自動車の車検は、

継続検査窓口 での 
納税証明書の提示 が
不要 になります！※詳細は裏面をご覧ください。

原則

令和5年1月から、
Jidoshazei Nofu Kakunin System

軽自動車税納付確認システム（軽ＪＮＫＳ）で、
ジェンクス

納付情報
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●軽自動車税種別割の納付方法によっては、納付情報が軽JNKSに登録されるまで
相応の日数を要する場合があります。 
※車検をお急ぎの場合は、早めの納付をお願いします。

●軽自動車税種別割を納付したにもかかわらず、軽JNKSに納付情報が登録されていない場合や、
転入直後で軽JNKSへの登録がされていない場合など、軽JNKSに関するご質問は、
市区町村の軽自動車税担当課にお問い合わせください。

軽自動車税種別割を納付後すぐに継続検査を申請したいの
ですが、軽JNKSでの納付確認はできますか？

軽自動車税の未納がないにもかかわらず、軽JNKSで確認出来ず、
紙の納税証明書が必要になる場合はありますか？　

軽自動車税種別割を納付後すぐに継続検査を申請したい場合は、金融機関の窓口や
コンビニ等でお支払いいただき、納税通知書に添付された納税証明書をご提示ください。
なお、以下の場合は、使用の本拠地を管轄する市区町村へご相談ください。

・ 過去に未納があるため納税通知書に添付された納税証明書が有効でない場合
・ 納税証明書が添付された納税通知書等が手元にない場合

次のようなケースは、軽JNKSによる納付確認ができないため、紙の納税証明書が必要と
なる場合があります。

・ 納付したばかりのため、軽JNKSに納付情報が登録されていない場合
・ 中古車の購入直後の場合
・ 他の市区町村へ引っ越した直後の場合
・ 対象車両に過去の未納がある場合

よくあるお問い合わせ

Q2

A2

Q１

A１

ご 注 意ください
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振 興 会・ 商 工 組 合 関 係





1,令和３年度 自動車特定整備業実態調査結果の概要について
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“インターネットを活用した整備情報の情報館「FAINES(ファイネス)」” では、整備マニュアル情報
をはじめ、標準作業点数、故障整備事例、新型⾞・新機構の紹介、主要諸元・点検基準値など、プロ
に不可⽋となる様々な情報を掲載した整備業界のITツールです。是非ご活用ください。

インターネットに接続できる
パソコンがあれば、会員登録
するだけで、いつでも・どこ
でも・すぐに必要な情報を閲
覧できます。

簡単で便利、そして⼤いに役
⽴つ整備事業の情報館、それ
がFAINES（ファイネス）で
す。

⾃動⾞メーカー各社から提供された
修理書（整備書、整備解説書、配線
図など）データを掲載。
● キーワード検索、またはメニュー
リスト内から選択する個別検索から
該当⾞両の情報を閲覧できます。

（FAINESの検索画⾯）

681⾞種 1,715データ

各コンテンツ毎に各メーカー1⾞種だけではありますが、情報が閲
覧できる体験版をご用意しておりますので、まずはFAINESのトッ
ページへアクセスの上、体験版専用のアカウントでログインして、
使用感をご確認下さい。

（FAINESトップページ）

-体験版のご案内-

データを閲覧するための情報館
としての役割以外にも、匿名で
FAINES会員同⼠による意⾒交
換・情報交換が可能な掲示板
「交流ひろば」も活用すること
ができます。

-交流ひろば-

FAINESに関するお問い合わせは、所属の⾃動⾞整備振興会まで。
詳細はFAINESや日整連ホームページからも確認できます。

FAINES（https://faines.jaspa.or.jp） ホームページ（https://www.jaspa.or.jp）

※詳細は以下のURLへアクセスの上、Web上でご確認ください。

2,FAINES（ファイネス）について
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ここどどもも１１１１００番番ののくくるるまま屋屋ささんんへへのの登登録録ににごご協協力力くくだだささいい  

〜県内７７２２１１事事業業場場が参加中〜 
近年、子どもを狙う連れ去りや通り魔事件など凶悪な犯罪が多発しています。 
特に登下校時などの身近な地域において多く発生しているケースが目立っており、全国

的に子どもがトラブルに巻き込まれそうになった場合の駆け込み場所を確保することを目
的とし、宮宮城城県県内内のの整整備備業業界界ととししてて、、「「ここどどもも１１１１００番番ののくくるるまま屋屋ささんん」」運運動動を続けてまい
りました。 

まだ、ご登録いただけていない事業場で、本運動の趣旨※１に賛同いただける事業場にお
かれましては、巻末の申込書にご記入の上、振興会総務部まで FAX（022-236-3324）で申
込いただきます様よろしくお願い致します。（（登登録録すするる際際のの料料金金はは一一切切かかかかりりまませせんん。。）） 
※1、本運動の趣旨及び詳細は、ホームページをご確認ください。 

（振興会ホームページアドレス：https://oasis-miyagi.or.jp/） 
  
 
 
 
※当会ホームページ内「あなたの街の整備工場」で１１１１００のアイコンが付いている事業場

は既に登録いただいている事業場となります。 

 

〜お問い合わせ先〜 
振興会総務部 

電話：０２２−２３６−３３２２ 

ごご登登録録いいたただだいいたた情情報報等等をを基基にに「「ここどどもも１１１１００番番ののくくるるまま屋屋ささんん運運動動」」参参加加者者名名
簿簿をを作作成成しし、、宮宮城城県県教教育育委委員員会会及及びび各各小小学学校校へへ配配布布ししてておおりりまますす。。  

115



回送運行許可申請（分解整備業）に関するお知らせ 
 

皆さまもご存じのとおり、平成２９年１１月より整備工場向けの回送運行許可制度の改正が行われ、車検台

数の実績が不要となり、県県内内約約１１２２００事事業業場場以以上上の皆様が活用されている回送運行許可ですが、取得要件につ

きましては下記の通りとなります。 

新規で許可取得を希望される会員事業場におかれましては、裏面の「希望調書」に必要事項をご記入の上、

当会指導部宛 ＦＡＸにてご返信頂くと、許可手引きや必要様式等を郵送させていただきます。 

１１．．許許可可条条件件（（平平成成２２９９年年１１１１月月～～）） 

（（１１））臨臨時時運運行行許許可可（（仮仮ナナンンババーー））にに基基づづくく運運行行実実績績  

直直近近１１年年間間のの臨臨時時運運行行実実績績がが７７台台以以上上  
※協業組合・協同組合の場合は所属する組合員の実績で許可を受けることが可能。 

（（２２））回回送送のの目目的的（（分分解解整整備備））  

①車検のために自ら分解整備しようとする自動車の引き取りのための回送 

②車検のために自ら分解整備した自動車の引き渡しのための回送 

③自ら分解整備した自動車の車検のため車検場までの回送 

（（３３））許許可可書書のの有有効効期期限限  

許可期間は１年～５年間となり、許可日～１月３１日（終期日）までとなる。 

※振興会から申請の場合は、１１年年・・３３年年・・５５年年申請の何れかとなります。 

（（４４））申申請請手手数数料料（新規許可の取得例）  

１１）） １１年年申申請請のの場場合合  

・国に納める手数料・・24,600 円 

・振興会手数料   ・・ 5,500 円 

・自賠責保険料   ・・12,330 円 

     計        42,430 円 

２２）） ３３年年申申請請のの場場合合  

・国に納める手数料・・73,800 円 

・振興会手数料   ・・ 5,500 円 

・自賠責保険料   ・・26,580 円 

 計        105,880 円  

３３）） ５５年年申申請請のの場場合合  

・国に納める手数料・・123,000 円 

・振興会手数料   ・・  8,250 円 

・自賠責保険料   ・・ 40,270 円 

 計         171,520 円 

※ 国に納める手数料及び自賠責保険料は申請月により変動致します。 

※ 振興会手数料は消費税10％含みます。 

※※詳詳ししいい改改正正ににつついいててはは、、当当会会ホホーームムペペーージジ（（hhttttpp::////wwwwww..ooaassiiss--mmiiyyaaggii..oorr..jjpp//））ををごご確確認認下下ささいい。。  

２２．．許許可可取取得得手手順順    

  

 

 

 

  

      

  

      

  

  

※ 申請受付期間 毎月１日～１５日（土日祝日の場合は前日となります）  

ご不明な点等ございましたら、お気軽に問合せ下さい。 

（一社）宮城県自動車整備振興会 指導部 

電話 ０２２－２３６－３３２３ 
 

⑥⑥許許可可書書・・番番号号標標  
のの貸貸与与（（交交付付））  
振興会→事業者 

①①申申請請書書類類提提出出  
    

事業者→振興会  

②②支支局局提提出出（（審審査査））  
 

振興会→支局 

③③許許可可番番号号のの通通知知  
 

振興会→事業者 

④④許許可可書書・・番番号号標標のの

貸貸与与申申請請  
事業者→振興会 

⑤⑤支支局局提提出出（（審審査査））  
 

振興会→支局 

《《  許許可可後後のの業業務務  》》  
ココンンププラライイアアンンススのの徹徹底底  

許許可可証証とと許許可可書書のの管管理理ななどど  

116



 

一般社団法人 宮城県自動車整備振興会指導部行き 

ＦＡＸ：０２２－２３９－７５２５ 

 
  

「「回回送送運運行行許許可可」」希希望望調調書書    
（新規許可取得希望者対象） 

 
 

令和  年  月  日 

事事  業業  場場  名名  ３３－－  支支部部((分分会会))名名   

事事  業業  場場  名名  

 

住住        所所  
 

TT      EE      LL  
 

FF    AA    XX  
 

担担  当当  者者  名名  
 

希希望望すするる申申請請予予定定のの時時期期ににつついいてて丸丸ををししてておお答答ええ下下ささいい。 

すぐにでも申請したい 急いではいないが申請したい 
まだ予定はないが 

説明には参加したい 
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自動車技術の高度化等に伴う制度変更の概要自動車技術の高度化等に伴う制度変更の概要
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自動車技術の高度化等に伴う制度変更の概要自動車技術の高度化等に伴う制度変更の概要 自動車技術の高度化等に伴う制度変更の概要自動車技術の高度化等に伴う制度変更の概要

令和４年８月現在

追加

（4）電子検査証特設サイト（mlit.go.jp）

  https://www.denshishakensho-portal.

  mlit.go.jp/
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3,自動車整備業賠償共済保険のご案内
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日本自動車整備商工組合連合会

飛飛びび石石等による

が多発しています。

自自動動車車保保険険のの等等級級制制度度のの改改定定にによよりり （（平平成成24年年10月月））

車両盗難、落書き、飛飛びび石石などで車両保険等を使った場合、

翌年度 等級据え置き ⇒ １１等等級級ダダウウンンに

結結果果、、車車両両保保険険をを使使わわずずにに自自費費でで修修理理さされれるるおお客客様様がが多多くく

見見受受けけらられれまますす!!

そんなときに!!

Check
Point!!

お客様の固定化
入庫誘導のための

4,「てんけん安心見舞金」制度のご案内
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フロントガラス交換費用や保険料の増加など

お客様の負担軽減のために

をご提案いたします。

≪利用方法は≫

本制度は納車時に※下記事項を記載してお客様にプレゼント
証を発行するだけ!! ※ 車検・点検・オイル交換・新車又は中古車販売時等

＊使用者名 ＊登録番号(車両番号) ＊点検実施日 ＊納車日時
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プレゼント証を発行された自動車が、飛び石や落下物、飛来物により、

フロントガラスが損壊※し交換する場合

をお客様の指定する口座へお支払します。

ささららにに、、フフロロンントトガガララスス損損壊壊見見舞舞金金以以外外ににもも、プレゼント証が発行された

自動車に搭乗している「「運運転転者者」」ままたたはは「「同同乗乗者者」が急激かつ偶然な外来

の事故で下記の事由に該当された場合、見舞金をお支払します。

※他の自動車や壁等に接触、衝突により損壊した場合を除きます。

Check
Point!!
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制度の詳細は、パンフレットをご覧ください。

安価な金額でお客様へプレゼントできます。

【【貴貴社社ののごご負負担担額額】

お客様の固定化に、是非ご活用ください。

【 お問い合わせは 】

宮城県自動車整備商工組合 TEL 022-236-3325

プレゼント証の有効期間は１年間となります。

””定期点検の入庫促進”に最適です！
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ETC セットアップ店にご登録いただくと、車載器販売から取り付け、 
セットアップまでワンストップで行う事ができます！ 

 
 
 
 
 
 

                 
 

■諸費用（消費税別） 合計額 内  訳 

初回のみ 

保証金（非課税） 

27,000 円 
保証金（非課税）10,000 円 

開業時セット 開業時セット 7,000 円 

初期設定費用 初期設定費用 10,000 円 

1 年毎 
貸与機器使用料 

24,000 円 
貸与機器使用料 22,000 円 

Web セキュリティ管理費 Web セキュリティ管理費 2,000 円 

1 月毎 ETC 識別情報発行基本料金 300 円(ETC)･600 円(ETC2.0) ＊セットアップがあった月のみ 

＊セットアップ申込書 ETC 用 50 台分 600 円(税別)、ETC2.0 用 800 円(税別) 

■識別処理情報料（消費税別）ETC/ETC2.0 セットアップ 1 件につき 

ETC セットアップ識別情報発行料 850 円/件（通常） 470 円/件（キャンペーン参加後） 

ETC2.0 セットアップ識別情報発行料 1,550 円/件（通常） 1,070 円/件（キャンペーン参加後） 

ETC セットアップ店登録のお申し込みは 

宮城県自動車整備商工組合 TEL 022-236-3325 まで 

■セットアップ店のメリット 
①セットアップ手数料収入 
②車載器の販売による利益 
③車載器の取り付けによる工賃収入 

■セットアップ店の要件 
①セットアップ業務を自ら行うこと 
②インターネット接続が可能な端末(PC)を

保有していること 
③車載器の販売又は取り付けが行えること 
④経営内容が健全で、「 法人 」であること 
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【必要回線】 インターネットLAN（有線）

【売上ノルマ】 ありません

【その他費用】 端末ロール紙代（追加注文の場合）
10ロール1,950円、20ロール3,800円

【精算サイクル】 1日～15日締め ⇒ 当月末振込
（金融機関休業日の場合、前営業日）
16日～月末締め ⇒ 翌月15日振込
（金融機関休業日の場合、翌営業日）

決済方法 取扱ブランド 決済手数料

クレジット
日専連カード ３.２５ ％

VISA / MASTER ３.３０ ％
JCBカードはJCBと直接契約
を結ぶことで利用可能です ー

【お問い合せ先】
宮城県自動車整備商工組合
TEL.022-236-3325
FAX.022-236-3347

（株）日専連ライフサービス 加盟店部 鈴木・村田
TEL.022-267-9211 
FAX.022-213-6017 9:30～18:00（土日祝休み）

お申込みは下記事項を記入し
商工組合までFAXして下さい

事業場名

代表者名

住所 〒 －

電話番号 ー ー

ご連絡ください！！！
●決済手数料を今より安くしたい。 ●今の端末が古く、新品の端末に変えたい。
※現在利用中の端末からの置き換えも可能です。

ＦＡＸ：０２２－２３６－３３４７

決済端末機＆設置
代金無料！

月々の利用料
無料！

端末機は
３年補償付き！

端末機は新品です

担当者名

【提携先】

今なら決済端末機を”無料”でご提供いたします！

決済端末機＆設置 月々の利用料端末機は

今なら決済端末機を”無料”でご提供いたします！

クレジット決済取扱店のご案内

6,クレジット決済取扱店のご案内
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  売売掛掛未未収収金金ででおお困困りりででははあありりまませせんんかか？？

認証番号  　 ３　－ 支  部

○売掛未収金回収制度の利用申し込みは、下記事項をご記入の上、商工組合までFAXして下さい。

　　ＦＦＡＡＸＸ　　００２２２２－－２２３３６６－－３３３３４４７７

宮城県自動車整備商工組合　保険課　 ＴＥＬ ０２２－２３６－３３２５

事業場名

電話番号 ご担当者名

売掛未収金回収制度ののごご案案内内

そんな皆様の悩みを、債権回収専門の弁護士事務所との提携で

力強く支援いたします！！ （（ 提提携携先先 ：： 弁弁護護士士法法人人 東東新新宿宿綜綜合合法法律律事事務務所所 ））

● 回収専門の弁護士事務所が、組合

員の皆様に代わり未収金の回収を行い

ますので、本来の業務に集中できます！

● 完全成功報酬制ですので、事前の

費用負担はありません！

回収後は、回収金から業務委託手数料

30％＋消費税を差し引いてお支払い

いたします。
＊法律事務所 ： 業務委託手数料25％＋消費税

商工組合 ： 制度運用経費５％＋消費税

● 車検・整備代金、車の販売代金等、

法的に請求可能な1,000円以上の

幅広い債権に対応いたします！

＜＜ 制制度度のの概概要要 ＞＞

制度の構築

精 算
利用

申込み
支払い

書類

送付

未未 収収 先先
（（債債務務者者））

回収

業務

○ 利用申し込み先

宮城県自動車整備商工組合

○ 売掛未収金の回収依頼先（関係書類送付先）

弁護士法人 東新宿綜合法律事務所

○ 回収金の精算

回収の翌月末に商工組合からお振り込みします

＊振り込み手数料は組合員のご負担となります

商商工工組組合合

精 算

法法律律事事務務所所

◎◎ おお客客様様がが車車検検代代金金やや修修理理代代金金をを払払っっててくくれれなないい・・・・・・

◎◎ 電電話話やや郵郵送送でで何何度度もも請請求求すするるののがが大大変変・・・・・・

①
②

③
⑥

組組 合合 員員

⑤

④

2017.9.1

8,売掛未収金回収制度のご案内
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